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伝統のなかの新しさ

横山正　学長

lAMASの 卒展 を見るのもこれで6回 目、毎年 ごとの卒業生による独得 のカラーがあ り、 またその

いっぽうで各年度 を貫いての大きな流れのようなものもあって、そのたびに楽 しませてもらってき

た。私 がはじめて卒展 を見せてもらった頃は、何 と言 ってもイ ンタラクティヴな作 品が多 く、 そ

れ に大がかりなパフォーマ ンスやインスタレーションもあ って、その熱気に驚か されることもあっ

た。 会場の構成 もダイナミックで面 白く造 りあげられていた。そのうちだんだんインタラクティ

ヴな傾 向が控 えめにな ってきて、それ とともにモニターのなか にコンテンツを構 築するひ とが増

え、 さ らに大が かりなイ ンスタ レーションやパフォーマンスも影を潜 めて きた。 それと会 場が整

然 と構成 されるの とが軌 を一に してきたと言 っていいか と思う。 これはひとりiAMASだ けの こと

でな く、時代の流れの反映でもあった と思 う。

　 しか しこの ところまた様相が変 ってきた。今 回の展示に如実に示された ように、イ ンスタ レー

ションを展開す るひ とが増えて来、会 場の造 りも基本的な枠組 に従いながらも膨 らみをつけるよ

うに配慮 され、 作品のあ りかたにもある種 の幅が見 られるようになったと思 う。 とくに今 年の卒

展 は、 計画段 階の当初か ら非常に しっか りとプランが練られ、最 後まで完壁 に遂 行され たのが印

象 的であ った。「テクノコー ド遊民の縁側 」というテーマは、いささか凝 りすぎの感もあって、ち ょっ

と一般 の観客 には分 りにくかったと思うが、 ある雰 囲気と しては分 っても らえたか と思 う。 出品

するひとりひ とりの名 刺判のカー ドをつ くり、それを観 客に集 めても らうように したの も新趣 向

であった。会 場で作品を見てスカウ トされるひとがあった りしたのは、 あるいは この成 果かも知

れない。

　 少 しひいき目かも知れな いが、他の学校の同様 な展示 とくらべて、IAMASの 卒展 はたしか に高

いレベルを保 っていると思 う。 絶対に一 定の格調を落せないという意 識が共通 にあって、個 々の

作 品も会場の構成も来場者の期待 を裏切 らない。 この伝 統はぜひ今 後も受 け継いでいって欲 しい。

IAMASに は専修 学校と大 学院大学 とがあるが、 ここは全体 としてひとつの学校だ ということを強

く実 感させ るのも、 この卒展を通 じてである。学生 自身がいっさいを運営 し、毎 年ユニー クな質

の高い力夕ログにま とめあげるのも、IAMASな らで はの ことで、 今年も どんな形 にまとまるかが

楽 しみである。
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Freshness　 in　Tradition

Tadashi　 YOKOYAMA　 The　 President

This　 year's　 IAMAS　 Graduate　 Exhibition　 marks　 the　 sixth　 I　have　 seen,　 and　 every　 year　 I　am　 pleased

with　 the　 unexampled　 color　 provided　 by　 the　 students,　 which　 somehow　 retains　 the　 greater　 trend

flowing　 through　 each　 year.　 At　 the　 time　 when　 I　first　viewed　 a　 Graduate　 Exhibition,　 I　noticed　 first

and　 foremost　 there　 were　 many　 interactive　 works,　 but　 also　 grand　 performances　 and　 installations

whose　 enthusiasm　 astonished　 me,　 The　 design　 of　the　 venue　 was　 also　 dynamic　 and　 assembled

provocatively.　 Before　 long,　 the　 tendency　 toward　 interactive　 works　 gradually　 declined,　 individuals

increasingly　 constructed　 contents　 inside　 the　 monitor,　 and　 finally　 grand　 installations　 and　 perfor-

mances　 also　 crept　 into　 the　 shadows.　 And　 I　think　 you　 could　 say　 that　 this　 and　 the　 way　 the　 venue

was　 methodically　 structured　 had　 the　 same　 root.　 I　find　 this　 reflects　 not　 only　 IAMAS,　 but　 the　 trends

of　the　 times　 as　 well.

　　And　 yet,　 again　 this　 aspect　 has　 changed.　 Indicative　 in　this　 year's　 graduate　 exhibition,　 more　 indi-

viduals　 developed　 installations,　 the　 design　 of　the　 venue　 followed　 a　basic　 framework　 but　 consider-

ations　 were　 made　 for　expanding　 it,　and　 one　 can　 see　 a　certain　 range　 in　the　 varieties　 of　the　 styles　 in

the　 works.　 In　particular,　 it　was　 impressive　 that　 from　 the　 start　 of　the　 planning　 phase　 for　 this　 year's

exhibition　 a　firm　 plan　 was　 formulated　 and　 executed　 perfectly.　 The　 theme"Wanderers'Engawa　 in

the　 Era　 of　Technocodes"seemed　 a　bit　too　 elaborate　 and　 difficult　 to　 comprehend　 for　 the　 general

visitor,　 but　 I　think　 they　 understood　 the　 mood.　 There　 was　 also　 the　 novel　 idea　 of　 creating　 business

card-sized　 cards　 for　 each　 work　 for　 the　 visitors　 to　 collect.　 Individuals　 whose　 works　 were　 seen　 at

the　 venue　 may　 have　 been　 scouted　 to　due　 to　the　 success　 of　these　 cards.

　　　may　 be　 speaking　 somewhat　 preferentially,　 but　 I　believe　 without　 question　 that　 the　 IAMAS　 Grad-

uate　 Exhibition　 maintains　 a　 high　 level　 compared　 to　 similar　 exhibitions　 at　other　 institutions.　 There

is　a　common　 inclination　 to　not　 let　the　 tone　 drop　 even　 a　degree,　 and　 each　 individual　 work　 as　 well

as　 the　 design　 of　the　 venue　 does　 not　 betray　 the　 visitors'expectations.　 I　wish　 nothing　 less　 than　 for

this　 tradition　 to　 continue　 to　 be　 inherited　 hereafter.　 There　 are　 both　 a　vocational　 school　 and　 gradu-

ate　 institution　 at　IAMAS,　 and　 it　is　this　 Graduate　 Exhibition　 that　 makes　 one　 realize　 that　 they　 work　 in

unison　 as　 one　 school.　 That　 the　 students　 themselves　 run　 the　 graduate　 exhibition　 in　its　entirety　 to

assemble　 a　unique,　 high-quality　 catalogue　 is　possible　 only　 at　 IAMAS,　 and　 I　look　 forward　 to　 how

this　year's　 catalogue　 will　take　 shape.
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「自律分散協調システムを用いた音響生成装置の制作に関する研究」

「"Life　O;"一隠喩としてのセルラーオー トマタ」

　　　 「悦ばしきメディア」
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意 識 の 中へ

Conscious　 Dome

これ は他者 の意識を体験す るための装置 である。

この作 品は植 物状態にな った父 を介護 した経験が きっか けとな

り生 まれ た。 植物状態 は意識不 明とされるが、も し意識が ある

としたら、 それは想像を絶す る恐怖 だろう。 しか し人間 には自

然治癒力が あ り、精神的負担 をできるだけ軽 くするよ うな力が

もともと備 わっている。私 は人 間の可能性 を信 じたい。

死の直前 まで聴 覚だけは残 って いると言 われているが、私 は父

に思 いを告 げなか った ことを後悔 している。片想いであ ったと

して も話 しかけなければ何も伝わ らないから。

This　 work　 is　a　device　 made　 to　 experience　 the　 consciousness　 of

other　 people.

My　 motivation　 for　 making　 this　 work　 started　 after　 my　 experience

of　caring　 of　 my　 father　 who　 was　 in　vegetative　 state.　 It　is　uncer-

tain　 whether　 one　 is　conscious　 or　 not　 in　a　vegetative　 state,　 but

it　is　frightening　 to　 think　 that　 one　 could　 be　 conscious.　 Inherent

in　humans　 are　 natural　 healing　 power　 and　 the　 power　 to　 reduce

psychological　 burden.　 I　want　 to　believe　 in　the　 possibilities　 of　this

power.

It　is　said　 that　 only　 the　 hearing　 ability　 remains　 until　 just　 before

people　 pass　 away,　 so　 I　regret　 that　 I　did　 not　 mention　 this　 thought

to　 my　 father.　 Even　 if　it　is　one-sided　 love,　 nothing　 will　get　 across　 if

you　 do　 not　 speak　 out.

1轟舞幽霧薫難嚢轟
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Shared　 Space　 System 現在、イ ンター ネッ トを活用 した情報伝達 は日常的に行われて

いる。その 中で も、即 時性を持 った コミュニケ ーシ ョン手段の

有用性は誰 もが感 じている ことと思 う。所謂 チャッ トやメ ッセ

ンジ ャー等がそれ に当たるが、 これ らは文字情報 のや り取 りが

主である。画像情報 のや り取 りがな され ることも しば しばあ る

が、 これ らの文字 と画像 、二つの要素の結 び付 きは弱いもの に

なる。 これ らを同一 の空間に配置 し、それぞれ に位 置情報を付

加 する事 により、 二つの要素に関連性を持 たせ、 また、直接的

に意図 した情報 の伝達 を可能 とする事を 目的 とする。

Everyday　 information　 is　being　 transmitted　 through　 the　 Internet.

think　 everybody　 feels　 that　 the　 usefulness　 of　 instantaneous　 com-

munication　 methods.　 So-called　 chat,　 messenger,　 etc.　 fall　under

this　 category,　 but　 they　 mainly　 correspond　 to　 textua口nformation.

Image　 information　 is　often　 exchanged,　 but　 the　 link　 between

these　 two　 elements,　 text　 and　 image,　 is　weak.　 Arranging　 these

two　 elements　 into　 the　 same　 space,　 the　 objective　 is　to　 create　 a

link　between　 them　 and　 to　provide　 the　 possibility　 for　 more　 directly

conveying　 intended　 information.
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ANDコ ー ス の 物 品 管 理 シ ス テム

Article　 management　 system　 of　AND　 course

現在、ANDコ ー スで購入 され た備 品 や消耗 品を管理 す るシス

テム の構築 ・運 用 を行 いた い と思 って い ます。 そ して、誰 で

も、備品や消耗品 の在庫 がわか り、利用者がわ かるように した

いです。　　　 ・

want　 to　establish　 and　 operate　 a　management　 system　 for　equip-

ment　 and　 consumables　 purchased　 through　 the　 AND　 course.

would　 like　to　 see　 inventory　 information　 of　 equipment　 and　 con-

sumables　 available　 to　 anyone　 who　 uses　 the　 system.

　　　　　聲.轟
讐
嬢

轟
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Cotton　 e-learning　 system
現在eラ ー ニングシステム1よ 従 来の集合型 では成 しえな かっ

た、 時間や距 離に拘束 されず、効率 的な教育を実現で きるッー

ル と して、 教育 機 関や 会社 を 中心 に普 及 して い る。しか し、

ネ ッ トワーク の持つ双 方向性 というメ リッ トを活か した シス

テム は未 だ少な く、ユーザ は教育 を受ける側に甘ん じているの

が 実情 であ る。この 〈COttOn　e-learning　system>は 、ユ ーザ が

システム内の教育 コンテ ンツを使 って、教育を受 けるだけでな

く、 問題 や資料 といった教育 コンテン ツを 自身 の手 でア ップ

ロー ドで きる仕 組みを持 つ。これ によ り、従 来のeラ ーニ ング

システムには無 い、 自由で双方 向な教育を実現 させ る。

Current　 e-learning　 system　 is　garnering　 attention　 in　educational　 in-

stitutions　 and　 society　 as　 tool,　 the　 likes　 of　which　 have　 never　 been

seen　 before,　 that　 can　 offer　 efficient　 education　 unconstrained　 by

time　 and　 distance.　 However,　 systems　 that　 utilize　 the　 advantages

in　an　 interactive　 network　 are　 still　few,　 and　 users　 are　 in　fact　 waiting

to　 receive　 education　 from　 the　 other　 side,　 This　 Cotton　 e-!earning

system　 allows　 the　 user　 to　 use　 educational　 contents　 in　the　 sys-

tem,　 and　 not　 onlyto　 learn　 but　 also　 to　 up　 load　 their　 own　 edu-

cational　 contents　 such　 as　 problems　 and　 materials.　 This　 unique

e-learning　 system　 offers　 freedom　 in　interactive　 education.



鷺磁1鑓⑪慧購欝

井 澤 澄 子Sumiko　 IZAWA

1985年 愛知 県生 まれBorn　 1985　in　Aichi



synchrostinato

＼

〈synchrostinato>(シ ンクロスティナー ト)は 、 どこにでも ある日

常風景 を再構 成 した映像作品で す。 身近な環境音を配置 して音

楽 を作 り、 それにあわせて映像 を配置 しま した。音の配置 の中

の規則性 やその配置がもた らす偶然性 、それによ って生み 出さ

れ る映像 によって、ただの音 の配置 から音楽へ と昇華す るもの

と確信 しています。

synchrostinato　 is　an　 animation　 recomposed　 of　 common　 daily

scenes.　 I　made　 music　 by　 arranging　 the　 sounds　 from　 the　 envirou-

ment　 around　 me,　 and　 arranged　 video　 to　this　 music.　 I　am　 certain

that　 ordinary　 sounds　 can　 sublimate　 to　 music　 through　 the　 acci-

dental　 nature　 brought　 about　 by　 the　 regularity　 of　arranged　 sounds

and　 the　 video　 created　 by　 those　 sounds.

1姦號轟霧慧嚢嚢轟



鷺《灘 嚢雛慧購懸

岡 野 良 久YoshihisαOKANO

1980年 兵庫 県生まれBom　 1980　in　Hyogo



Real　 Time　 Rendering PCの グラフ ィックスカー ドは、た だ映像を表示 する という本

来の用 途を超 え、高 速な汎 用並列 演算 ユニ ッ トとな りっ っあ

る。本作品 は、計算負荷 が高い多数のオ ブジェク トの計算、お

よびエ フ エク ドな どの処理 を、GPUを 用 いて リアルタイ ム に

表 示 している。

The　 graphics　 card(GPU)in　 PC　 is　becoming　 high　 speed　 general

purpose　 parallel　 processing　 unit.　 That　 exceeds　 the　 true　 purpose

displaying　 images　 to　 PC's　 monitor.　 Using　 GPU　 technology　 in

caluculating　 objects　 animation　 and　 visual　 effects(these　 has　 high

calculating　 costs),　 this　 work　 realizes　 Real　 Time　 Computer　 Graph-

ics　 Images.



嚢蕪1鎗難慧総響

小 椋 玲 央 奈Leona　 OGURA

1984年 岐阜県生まれBorn　 1984　in　Gifu



HDR動 画 でライティング

HDR　 movie

コン ピュータグ ラフィ ック の分 野で今盛 んなのが、HDR(八 イ

ダイナミックレンジ)画 像を使 ったライテ ィング です。今 回卒業

制作で はそれ を少 し発展 させ てHDRの 動 画で ライテ ィング し

ています。 まあ要 するに綺麗で、本物 っぽいCGで す。

Currently,　 HDR(High　 Dynamic　 Range)movies　 are　 a　very　 active

field　 of　computer　 graphics.　 My　 work　 develops　 this　 a　little　further

with　 HDR　 movie　 lighting.　 The　 CG　 is　very　 beautiful　 and　 photoreal-

istic.



¢鯵1鵡《》鰯窪襲襲

加 藤 め ぐみMegumi　 KATO

1985年 岐阜県生 まれBorn　 1985　in　Gifu



ヒ トガ タ

HITOGATA

一 体 の 人 形 が 少 女 と出 会 い 、 彼 女 と共 に 生 き 、 ふ れ あ い、 感 情

と い う も の を知 る 。

One　 doll　meets　 a　girl,　lives　with　her,　communicates　 with　her,　and

discovers　 feelings.



叢磁 難難蓼韓馨

亀 山 千 尋Chihiro　 KAMEYAMA

1980年 大阪府生 まれBorn　 1980　in　Osaka



つ ま らな い 奴

abore

「つ まらない奴」というのは実 は誰 にでもあて はま るこ とな の

で はないかな と思 い ます。作 品 〈つ まらな い奴〉はめでた しめ

でた しで は終 わ りません。見て くれ た皆 さんが作 品に出て くる

主人公 に私 もぞういう事があ った と共感 しつつも こうい う風 に

な って は駄 目だと強い気持ちにな って もらうのが狙いだか らで

す。疲れて いる人 にもう一度強 い心を、駄 目な友 人に相談 され

た時に 自分が強 くなるように。

think　 that"a　 bore"can　 apply　 anybody　 This　 work,　 a　bore,　 does

not　 have　 a　happy　 ending　 The　 reason　 for　this　 is　I　want　 everyone

who　 sees　 this　 work　 to　 identify　 with　 the　 protagonist,　 but　 at　 the

same　 time　 strongly　 feel　 that　 it　shouldn't　 have　 to　 be　 this　 way

hope　 I　can　 be　 strong　 when　 friends　 in　need　 come　 to　 me　 for　advice

because　 I　want　 people　 feeling　 down　 to　have　 high　 spirits　 again

1轟鞭轟馨黛嚢嚢轟



¢蕪l　 irr..:..

高 嶋 浩Hiroshi　 TAKASHIMA

1979年 岐 阜 県 生 ま れBorn　 1979　 in　Gifu



こ の 道 の 光

This　Road　 of　Light

2005年 春 、伊奈 の弟 に会 いに伊奈 を連れ て大垣 か ら沖縄 の本

部 にある島唄居酒屋 を目指 して車で旅を しました。

40日 間の旅 は多 くの出会 いの場 であ り、特 に高知 県中村 で出

会 った旅す るJC'ン ド 「サ ヨコオ トナ ラ」には強 い印象 を受 けま

した。

これまで出会 った人 たちと匂 いが違う人たち。

僕 の知 らなか った 「サ ヨコオ トナ ラ」は、その後 の旅先々 でも

そ の匂 いを残 して いました。

彼 らは一体 何なんだ ろう、 という疑問を解決す るために夏 、僕

は再 び旅 に出 ます。

ビデオカ メラを持 って、 四国 ・九 州 ・沖縄 を旅す る とこん な感

じにな りま した。

本作 品は2006年5月 現在、未完成 であ り撮影継続 中。

In　spring　 2005,　 I　took　 Ina　 on　 a　trip　to　 meet　 her　 brother　 and　 trav-

eled　 by　 car　 from　 Ogaki　 to　Shimauta　 Bar,　 which　 is　situated　 in　Mo-

tobu,　 Okinawa.

Throughout　 the　 40-day　 trip,　 there　 were　 many　 places　 to　 meet

people.　 I　was　 especially　 impressed　 with　 the　 traveling　 band　 Sayo-

ko　 Otonara,　 who　 I　met　 in　Nakamura,　 Kochi　 Prefecture.

These　 people　 had　 a　 different"smell"to　 the　 ones　 whom　 I　have

met　 up　 to　 now.

The"smell"of　 Sayoko　 Otonara,　 who　 I　had　 never　 heard　 of,　 re-

mained　 even　 after　 I　traveled　 to　other　 places."What　 are　 they?"In

order　 to　solve　 this　 query,　 I　set　 out　 traveling　 again　 in　summer.

When　 I　traveled　 to　 Shikoku,　 Kyushu　 and　 Okinawa　 with　 a　 video

camera,　 this　 is　how　 it　came　 out.　 The　 work　 is　current　 up　 to　 May

2006,but　 is　incomplete　 so　 the　 filming　 continues.

1爽蒙 轟馨糞嚢嚢轟



鑓馨1嚢難馨濾馨

村 岡 朋 美Tomomi　 MURAOKA

1978年 鹿児島県生 まれBorn　 1978　in　Kogoshimo



光 の 在 り処

The　 place　 of　light

ある少女が絶 望か ら希望へ と本 当の自分 を取 り戻す物語。様 々

な悩み を抱 え、行き場をな くして塞 ぎ込 む少女。 自分の存在 す

ら消 して しまいた い と願 う。 する と、彼 女 自身 の影(少 女の欝

屈した思い)に 飲み込 まれ、本 当に存在 を消 されて しま う。影

は、少女が見 失っていた、 また私達 も見失 いがちな大切な こと

を、苦痛 を伴 いなが らも再確認 させ る。

The　 story　 that　 a　certain　 girl　regains　 true　 oneself　 from　 despair　 to

hope.　 She　 holds　 various　 worries,　 loses　 place　 to　 go,　 and　 depress-

es.　 She　 wishes　 that　 even　 her　 existence　 be　 erased.　 Then,　 her　 own

shadow(The　 thought　 in　which　 the　 girl　smoldered)swallows　 the

girl,　and　 existence　 is　erased　 rally.丁he　 important　 thing　 that　 the

girl　was　 losing　 sight　 and　 we　 tend　 also　 to　 lose　 sight　 of　is　made　 for

the　 shadow　 to　be　 reconfirmed　 though　 the　 pain　 is　accompanied.



裟》欝　　・:..?　":

伊 藤 晶 子Shoko　 ITO

1983年 岐 阜 県 生 まれBorn　 1983　 in　Gifu



memorandum 「時が解決 して くれる」という言 葉が あ ります。 時の流 れは優

しくそ して偉 大 です。 た とえ深 く傷 つ いた としても、 それ を

ゆ っくりと癒 して くれるで しょう。

しか し本当 は、 その時の流れの中で出会 った人達 との小 さな、思

い出の積み重ねが そう して くれるので はないか、 と私 は考え ま

した。そ う気が っいた とき、些細な出来事 でさえも覚えてお き

たい と願 うようにな りま した。大 きな悲 しみも小 さな喜び も同

じよ うに今の 自分 を形 成する必要な出来事 だったのです。

ある一人の死 によって意識 し始めた一 日一 日。物 や景色 と自ら

の記憶の リンク。 出会 った人々 と数々の言葉 たち。亡 くな って

しま った人へ の弔い。

7×7、49日 。

There　 is　the　 phrase,"time　 is　a　cure."Time　 is　gentle　 and　 great.

Time　 can　 heal　 even　 deep　 wounds.　 But　 in　fact,　 isn't　 it　the　 collec-

tion　 of　small　 memories　 of　people　 one　 meets　 within　 the　 flow　 of

time　 that　 does　 the　 healing?When　 I　realized　 this,　 I　wished　 I　could

always　 remember　 even　 trivial　events.　 They　 are　 necessary　 events

that　 shape　 the　 person　 I　am　 now　 as　 much　 as　 great　 sadness　 and

small　 joys.　 The　 everyday　 events　 after　 I　become　 aware　 of　them

through　 the　 death　 of　one　 person.　 Things　 and　 landscapes　 and　 the

links　 to　 my　 own　 memories.　 The　 people　 I've　 encountered　 and　 the

few　 words　 exchanged.　 Mourning,7x7,49　 days　 for　 the　 person

who　 passed　 away.

轟鍵義馨慧鑓 轟



監》聡鷺藍》雛購馨

北 澤 里 奈Rina　 KITAZAWA

1985年 岐阜 県生 まれBorn　 1985　in　Gifu



FLIP　BOOK
ショー トス トー リーの フ リップブ ックを好 きな様 に並 べる こと

で、個人個 人が別のス トー リーを形成する ことがで きます。

Short　 story　flip　kooks　 that　can　 be　arranged　 in　any　order　 to　make

adifferent　 story　for　each　 person

1姦懸姦馨慧難難轟



墓》欝¢竃》難韓憩

鈴 木 大Dai　 SUZUKI

1977年 静岡県生まれBorn　 1977　in　Shizuoka



高 齢 者 向 けウェブデ ザ イン

Web　 Design　 for　the　Elder

団塊 の世 代 を夕一 ゲ ッ トに これ か らのウ ェブデザ イン を考え

る。 この世 代 の 人 た ち は、 今 まで の 高齢 者 とは異 な りコ ン

ピュータ リテ ラシー を保 持 している。そ のた め、現 在の ウェブ

ユーザ ビリテ ィは通用 しない。彼 らのための ウェブユーザ ビリ

ティは まだ存在 しな いのだ。現在 のウ ェブユーザ ビ リテ ィは、

依然 と して高齢者を障害者 と同 じ枠組みで捉 えている。 しか し

そ れでは彼 らに満足 してもらえない。彼 らのた めの環境 設計が

必 要なの だ。新 しい技術 を、刺 激的 なイメー ジを保持 しつ つ、

彼 らが使 いよい ウェブ環境 を設計するためのガイ ドライン とそ

の実践 を行な った。

conceived　 of　web　 design　 targeted　 toward　 baby　 boomers　 gener-

ation　 known　 as　 the"Dankai　 generation".　 This　 generation　 of　peo-

ple　 is　difference　 from　 those　 elderly　 generations　 in　the　 past　 in　that

they　 have　 retained　 computer　 literacy.　 This　 is　why　 present　 web

usability　 does　 not　 consider　 the　 elderly.　 Web　 usability　 designed　 for

the　 elderly　 does　 not　 yet　 exist.　 Current　 web　 usability　 has　 pigeon-

holed　 the　 elderly　 with　 persons　 with　 disabilities.　 But　 they　 are　 not

satisfied　 with　 that.　 Environment　 settings　 that　 accommodate　 them

are　 necessary.　 Retaining　 a　stimulating　 image,　 I　used　 new　 technol-

ogy　 to　 create　 guidelines　 and　 their　 application　 for　 setting　 up　 web

environments　 that　 they　 can　 use.



難羅　　　..,'　al.

寺 脇 裕 子Hiroko　 TERAWAKI

1978年 富 山県生 まれBorn　 1978　in　Toyama



DIT　GUEST　 LECTURE　 DOCUMENT 過 去 のDITゲ ス トレク チ ャー8人 分 を本 という メデ ィァ で ド

キ ュメ ン トす る。 ゲス トひ とりにつ き一 冊、最終 的 には8冊 。

同 じフォーマ ッ トを使用 し、シ リーズものの ようにデザインは

連携 させている・0編集 からデザイン、製本 まで一通 りの本 が出

来 る行程 を全て 自分 で行 った。

The　 materials　 of　 eight　 past　 guest　 lectures　 in　the　 DIT　 course　 are

documented　 and　 compiled　 into　 a　book.　 Each　 lecturer's　 materials

are　 compiled　 into　 one　 volume　 for　 a　total　 of　 eight　 volumes.　 The

books　 are　 designed　 as　 a　series,　 using　 the　 same　 format　 for　 each

book.　 I　carry　 out　 the　 entire　 process　 of　bookmaking,　 from　 editing

and　 design　 to　book-binding.



嚢欝鵡難暴錨攣

中 西 要 介Yosuke　 NAKANISHl

1981年 東京都生 まれBom　 1981　in　Tokyo



IAMAS　 2006　 Exhibition　 Designing 卒業制作 と してポス ター、チ ラシ、DMな どの広報物 か ら、会

場 内のサイ ンや映像上 映プログラム、カ フェのロゴやメニ ュー

などまでグ ラフィックデザイン全体を担当 しま した。また作品

こ'とに作品カーボ を配置 し来場者がカー ドを持 ち帰る ことがで

きるような鑑賞 の流れ を企画 し、カー ドを収納 する箱 やカー ド

(全45種)も 制作 しました。

全 ての制作物 に統一感 を持たせるため にシンボル マークや フォ

ン ト、色な どにつ いて規 定 したデザイ ンマ ニュアルをあ らか じ

め準備 しま した。

For　 my　 graduate　 work,　 I　supervised　 all　graphic　 design　 works　 from

the　 promotional　 materials　 such　 as　 posters,　 flyers,　 DM,　 etc.　 and

the　 signs　 in　the　 venue　 and　 filming　 program,　 as　 well　 as　 the　 cafe

logo　 and　 menu.　 Further,　 I　planned　 the　 flow　 of　viewing　 works　 by

placing　 an　 artwork　 card　 at　each　 work　 for　 visitors　 to　take　 home,

and　 I　also　 made　 a　 card-collecting　 box　 as　 well　 as　 the　 artwork

cards(forty-five　 cards　 in　total).

In　order　 to　 create　 a　sense　 of　unity　 for　all　works,　 I　prepared　 a　set

design　 manual　 for　 symbols,　 fonts,　 colors,　 etc.　 in　advance.



籔》鐸¢⑪纏購馨

西 川 優 子Yuko　 NISHIKAWA
.・ 年 滋賀 県生 まれBorn　 1986　in　Shiga



たび にっ き

travel　sketch

本作 りの行程 をすべて自分で行い、一冊 の本 を作 り上げる事 に

焦点をお き制作 に取 り組みま した。 コンテ ンツは、2005年 の6

月に経験 した初 めて の海 外旅 行。 この特別 な思い出 を 「手元 に

置いてお く」という思 いのも と、わ た し達 の生活 の中で最も身

近 にあるメ デ ィアが"本"で ある と考 え、今 回は本 に まとめ よ

う と思い ました。

サイズはA5の ヨ コ綴 じ。装丁 は 「森 と湖の国」と呼ばれて いる

フィンラ ン ドをイ メージ してデザイ ンしました。

focused　 my　 production　 on　 performing　 the　 entire　 bookmaking

process　 myself　 to　 make　 one　 book.　 The　 content　 is　my　 first　trip

abroad　 in　June　 2005.　 I　wanted　 to　 keep　 these　 special　 memories

at　 hand,　 and　 I　thought　 that　 the　 medium　 that　 is　closest　 to　 us　 in

our　 everyday　 lives　 was　 the　 book,　 so　 I　decided　 to　 compile　 these

memories　 in　a　book.

The　 book　 is　size　 A5,　 written　 horizontally.　 The　 bookbinding　 was

designed　 in　the　 image　 of"The　 land　 of　forests　 and　 lakes"as　 Fin-

land　 is　called.

　k　　a　 黛嚢難轟



欝鰐¢懸蓼購嚢

加 藤 修 大Shuta　 KATO

1982年 神奈 川県生 まれBorn　 1982　in　Kan



め まい

Memai

この作 品は波 と光 を素材 にしたビデオ ・イ ンスタ レー ションで

す。現 実 と虚構の境界 線が曖昧 にな り、 ある種の トランス状 態

に陥 り、め まいや吐 き気 を起 こす 事がテー マにな っています。

点滅 す る光 とその 中を うこ'めく波 によ って平衡 感覚 を失 った

り、意識 が遠のいて いった り、本 当に吐き気を伴 った りと、鑑

賞者 の身体 に直接的 に影響 を及 ぼすような作品 にした いと考 え

つ く りま した。生々 しい揺 らぎを感 じていただ きた いで す。

This　 work　 is　a　video　 installation　 using　 material　 from　 waves　 and

light.　 The　 theme　 of　the　 installation　 is　blurring　 the　 line　 between

reality　 and　 fiction,　 pulling　 people　 into　 a　 kind　 of　trance,　 and　 mak-

ing　 people　 feel　 dizzy　 and　 nauseated.　 I　made　 this　 work　 wanting

to　 have　 a　direct　 effect　 on　 the　 visitor's　 body　 by　 making　 them　 lose

their　 equilibrium,　 feel　 their　 consciousness　 drift　 away,　 and　 re-

ally　feel　 nauseated　 through　 the　 use　 of　pulsing　 lights　 and　 rolling

waves.　 I　want　 them　 to　feel　 raw　 fluctuation.



簸簿群¢窺》麟総鹸

柴 部 健Ken　 SHIBABE

1979年 岡山県生 まれB◎m1979inOkαyαmα



No　 Name　 No　 PrintMy... 社会 に乱発 する電波、私達 を管理 しよう とする見えな い物 の存

在をテー マに制作 した。私達 の身体 は住基 ネ ッ ト、GPS、 タグ

な どで管理 される世の中 にな って来 た。 それは私達の身体 を物

として しか社会は 見て いな いのではないか と疑問 に、思う。 ネッ

トワー クによって管理 されて いく不 安を感 じて欲 しい。 自分 を

物 として しか見ない社会が、身体 を偽物 化 し、管理 して いる事

も。「見 えな い所 で看板 化す る身体、管 理 され よ うとする身体

(偽物化する身体)」、「ブラ ン ドショップ の前を通 る とロゴが 表

示(自 分は分 らない)」、「社会、 メデ ィアが コン トロー ルす るイ

メー ジ」、「自分 の意 志に反 して表示 される ロゴ(他 の物が干渉し

て来ている感)」、「ロゴ化する社会」をキーワー ドに して いる。

produced　 work　 themed　 on,　 the　 existence　 of　 excessive　 radio

waves　 in　society,　 that　 we　 cannot　 see　 yet　 try　to　control.　 The　 world

has　 reached　 a　state　 where　 our　 bodies　 have　 become　 managed

through　 Resident　 registry　 network,　 GPS,　 tag,　 etc.　 And　 this　 rises

up　 an　 uncertainty　 as　 to　 whether　 society　 only　 sees　 our　 bodies　 as

objects.　 I　want　 people　 to　 feel　 anxiety　 about　 being　 managed　 by

anetwork.　 Society　 sees　 us　 as　 objects,　 but　 it　also　 makes　 bodies

fake　 and　 controls　 them.　 Keywords　 are　 as　 follows:

Billboard　 bodies　 advertising　 unnoticed,　 bodies　 being　 controlled

(the　 faked　 bodies),　 logos　 display　 when　 walking　 past　 brand　 shops

(without　 knowing),　 images　 that　 control　 society　 and　 media,　 logos

that　 display　 against　 one's　 will(sensing　 interference　 from　 other

objects),　 and　 the　 logo-oriented　 society.



覆》$静《凄雛難鵜蓼

白 井 陽 子Ybko　 SHIRAl

1981年 大阪府生 まれBorn　 1981　in　Osaka



花 荒 れ

Stormy　 Flowers

昆 虫に花粉を運んで もらうために、美 しく進化 を遂 げた虫媒花

と人間に共通点 を感 じ、花 が肌荒れを起 こして いる姿を創造 し

ま した。肌荒れ は摂取 している食物や生活習慣、精神 的原因が

ほとん どで、人間 の 内側 が表 れている ことが多 く、花 が肌荒れ

している様子を見た ものは花 にあるはずのな い心情 を読 み取ろ

うと します。花の美 しさに対 する嫉妬も さる ことながら、 この

ような花 の心情を表 出させ たかったのです。 もちろんそれは人

間の一方的な思 い込み であ り、想像 です。 しか し、 自ら と同 じ

悩 みを持つ花に鑑賞者 は共 鳴 し、再び 自らの内側 にある悩 みに

気 づ くのだ と思 います。

feel　 a　 commonality　 between　 humans　 and　 entomophilous　 flow-

ers,　 which　 have　 progressed　 toward　 beauty　 to　 be　 pollinated　 by

insects,　 which　 is　why　 I　created　 skin　 disorders　 in　the　 flowers.

The　 cause　 of　 skin　 disorders　 is　mostly　 related　 to　the　 nutrition　 that

people　 intake　 and　 the　 psychological　 effect　 that　 people　 have.

More　 than　 just　 jealousy　 toward　 the　 beauty　 of　flowers,　 I　wanted

to　expose　 the　 inner　 feelings　 of　these　 kinds　 of　flowers.　 Of　 course,

this　 is　just　 one-sided　 human　 speculation,　 imagination.　 However

when　 one　 sympathizes　 with　 flowers　 that　 have　 the　 same　 worry　 as

we　 do,　 one　 is　aware　 again　 of　the　 inner　 conflict　 in　one's　 self.



　 '`　s

長 島 勇 太Yuta　 NAGASHIMA

1979年 東京都 生まれBorn　 1979　in　Tokyo



Achronicle　 of　the　 garden 現 代 に生 きて いるわ た したち は、 自分 の行 動が 見 えな い 「何

か」によって操 られて いるのではな いか、 と感 じることがある

ので はない で しょうか。 そ こで、 も し仮 に 自分 が人 形の よ う

に 「何か」に操 られている と考え るのであれば、それは同時 に、

自分 以外の すべて のものも、や は りその 「何 か」によ って操作

され、無 意識的に、 自動的 に、 振るま って いると考 える方が 自

然 かも しれません。そ して自分 を含 むそれ らすべ ての自動 的な

振 るまいや複 雑な運動の連鎖が積 も りに積も って、 時代 や歴 史

と呼 ばれる物 語を強制的 につく り出 しているで はな いで しょう

か。過 去か ら現在へ 至る まで に存在 した膨大な数 の 「わ た した

ち」は、そ の巨大 な 「何 か」の手か ら一瞬で も逃れ る ことはで

きな いのです。

Living　 in　our　 present　 day,　 we　 may　 get　 the　 feeling　 that　 our　 ac-

tions　 are　 manipulated　 by　 invisible"something".　 If　so,　 it　may　 be

natural　 to　assume　 that　 all　others　 are　 also　 being　 manipulated　 like

dolls　 by　 this"something"and　 that　 we　 are　 completely　 behaving

unconsciously　 in　an　 automated　 way.　 Further,　 these　 automatic

behaviors　 and　 complicated　 movements　 are　 continually　 updating

the　 chronicle　 called　 age　 and　 history.　 And　 it's　automatic　 behavior

and　 movement　 of　 linkage　 continue　 to　 update　 a　chronicle　 called

history　 and　 epoch　 by　 compulsion.　 We,　 who　 have　 existed　 through

an　 endless　 number　 since　 ancient　 times,　 cannot　 escape　 from　 this

huge"something"for　 even　 a　moment.

1姦羅幽馨薫嚢難轟
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1979年 岡山県生 まれBom　 1979　in　Okαyαmα



ほ し に ね が い を

When　 you　 wish　 upon　 a　star.

鑑 賞者 の願 い事 を専用端末 からメ ツセー ジ情報 と して送信 して

もらう。その情報 は白い円の点滅 情報に変換 され、 プロジ ェク

タによ って星 に模 した40個 程度 の天井か ら吊 るされた小 さな

球体 のオブジ エウ トにメッセージ毎に投影 され る。 オブジ エク

トを望遠 鏡の外観を持 ったウエブカメラで覗 き、点滅パ ターン

を解析 する事で文字情報 に変換 され、近 くに設置 され たモニタ

に実 際の映像 と共 に映 し出される。

The　 visitor　 sends　 a　wish　 through　 a　special　 terminal　 in　the　 form　 of

amessage.　 This　 information　 is　converted　 into　 data　 in　the　 form

of　 a　blinking　 white　 circle.　 The　 information　 is　then　 projected　 onto

about　 forty　 round　 objects　 made　 to　 look　 like　 stars　 hanging　 from

the　 ceiling　 one　 message　 at　 a　time.　 The　 user　 then　 looks　 through

aweb　 camera　 modified　 to　 resemble　 a　telescope　 to　 view　 the　 ob-

jects.　 The　 blinking　 pattern　 is　analyzed　 and　 converted　 into　 char-

acters,　 which　 are　 displayed　 on　 a　nearby　 monitor　 along　 with　 a　real

movie.

機 材協 力:GOKOカ メ ラ株 式会 社http://www.gOkO.cO.jp

Support:GOKO　 CAMERA　 CO.,LTD.
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1982年 滋賀県生 まれBorn　 1982　in　Shiga



The　 game　 of　live ライ フゲ ーム のルー ルを利 用 し、 音楽作 品を生 成す るア プ リ

ケー シ ョンソフ トを制作 しま した。 リアルタイム に生成 される

音響 によ って、 無限 のパ ター ンを作 り出 します。イ ンタ ラク

テ ィブに変 化させる ことも可能 ですが、一つのパ ター ンのみを

生成 させ て、独 自のグ ラフィックスコア としても成立す るこ と

を目指 しています。

created　 application　 software　 that　 generates　 musical　 works

by　 using　 the　 Game　 of　 Life　 rules.　 Limitless　 patterns　 are　 created

through　 sounds　 created　 in　real-time.　 It　is　also　 possible　 to　 make

changes　 interactively,　 and　 the　 goal　 is　to　establish　 a　unique　 graph-

is　score　 through　 a　spectic　 pattern.



墓》馨鍵嚢縫慧騰馨

三 宅 ヤ ス コYasuko　 MIYAKE

1979年 岐阜県生 まれBorn　 1979　in　Gifu



待 つ

wait　 or...

水を張 った透 明な容器を用意 し、役者 は水の中に足を突 っ込 み

演技す る。水 の変化をセン シングす ることで、待 って いる何 か

に対す る心 の動 きを表現 した いと考 える。 大音量で雨音が流れ

る中、役者 は容器 の水に足を突 っ込 み、一 人芝居をす る。容器

の水が激 しく動 く程 、雨音は小 さくなる。 雨音は 日常の音、心

の泉 に降 り続 く雨 の音である。現実 を生 きる中で、ず っと心 の

奥に湧 いて いて、 表面にはあ まり現れ て来 ないが、泉 に雨 は降

り続 き、ふ と した時に呼び起 こされ、意味付 けされる。も しか

した ら名前が付 けられた とたん、そ の泉 は消えて しま うのか も

知れな い。 自覚 があってもな くて も、そ んな心 の泉の揺れ を観

せ られた らと思 う。

Preparing　 a　transparent　 container　 filled　with　 water,　 the　 actor　 plac-

es　 both　 feet　 in　the　 water　 and　 performs.　 By　 monitoring　 changes　 in

the　 water　 through　 sensors,　 I　want　 to　 express　 the　 movements　 of

the　 mind　 waiting　 for　 something.　 The　 actor　 submerges　 both　 feet

into　 the　 water　 and　 performs　 a　one-person　 act　 to　the　 loud　 sound

of　raindrops.　 When　 the　 water　 in　the　 container　 moves　 violently,　 the

sound　 of　 raindrops　 becomes　 quiet.　 The　 sound　 of　the　 rain　 is　the

sounds　 of　everyday,　 the　 sound　 of　rain　 falling　 ceaselessly　 into　 the

fountain　 of　the　 mind.　 As　 we　 live　in　reality,　 a　fountain　 in　the　 depths

of　 our　 minds　 is　always　 springing　 forth,　 and　 though　 the　 fountain

may　 not　 surface　 often,　 rain　 falls　ceaselessly　 on　 it　until　 suddenly　 it

is　called　 forth　 and　 given　 meaning.　 Perhaps　 once　 the　 fountain　 is

given　 a　name　 it　will　disappear.　 Whether　 the　 visitors　 recognized　 it

or　 not,　 I　would　 like　to　 show　 the　 wavering　 of　that　 fountain　 in　the

mind.



蕊欝 灘o零

大 倉 太 一Taichi　 OKURA

1981年 京都 府生まれBorn　 1981　in　Kyoto



　
Slgnscape 自分 のことを自分は どこまで知 ることができるのだ ろうか。

私 は未知 なる自分に興味を抱 き、 その自分 にな りたが って いた

りす る。私 の中に存在する不規則 で興奮 したマグマの塊 は、 言

葉 という記号 を纏う ことな く脳 と身体 を刺激 し続 けて いる。

そ の無秩 序な興 奮のエネ ルギー を 「像 」と して心 のなかに想 い

えが き、イ マジネールを成立 させ、私 は 「私」を発見 する。

〈signscape>は 衣服 や化粧な どの身体 にま とわ りつ く記号を 身

体の内側 に存在 するエネルギー によって破 壊 し、意味が複雑 に

絡み合 ったこの世 界か ら 「私」を脱 出させる。

そ こに現れた 「私 」は私 に とってど こまで も純粋で、 そ して静

か に、力強 く存在 する ことだ ろう。

How　 much　 do　 I　get　 to　know　 myself?

am　 interested　 in　and　 wanting　 to　become　 the"1"that　 is　unknown

to　 myself.　 The　 mass　 of　 irregular　 and　 explosive　 magmas　 inside　 of

me　 is　stimulating　 my　 brain　 and　 body　 without　 wearing　 the　 sign　 of

language.

The　 energy　 of　this　 mass　 is　imagined　 as　 an"lmage"let　 the"lmagi-

nal"to　 be　 formed.　 Then　 I　discover"1".

signscape　 destroys　 the　 signs　 I　mean,　 the　 signs　 of　clothes,　 make-

ups,　 and　 let"1"escape　 from　 the　 world　 where　 signs　 and　 meanings

are　 crosswired.

The"1"that　 I　discover　 there　 appears　 to　 me　 as　 a　pure,　 quiet,　 and

powerful　 existence　 as　 ever.



$灘 難沁 篭
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1979年 沖縄県生 まれBorn　 1979　in　Okinawa



Drop 〈Drop>1よ 水 の三態変 化の一過 程で ある、水が 水蒸気 へ と気

化する現象 と映像 の現象性を組み合わせ る事 によ り、新たな表

現形式を提示す る試み として制作 したイ ンスタ レーシ ョン作品

である。 プロジ三[クタか ら発せ られ る質量 を持 たない不規則な

光の運動が、 降って くる水滴 と同調 し、気化 する と同時に発生

する熱、蒸気、音 といった現象 により、 あたかもその映像が現

実世界へ と気化 し、溶 け込む ような体験 を演 出する。

Drop　 is　an　 installation　 work　 created　 as　 an　 attempt　 to　 present　 a

new　 expressive　 form　 by　 integrating　 the　 phenomenon　 of　water

being　 vaporized,　 one　 process　 of　the　 three　 state-changes　 of　wa-

ter,　 with　 the　 phenomenon　 of　 video.　 The　 irregular　 movement　 of

massless　 light　emitted　 from　 the　 projector　 synchronizes　 with　 falling

water　 drops,　 and　 through　 the　 phenomena　 of　 heat,　 steam,　 and

sound　 generated　 with　 vaporization,　 an　 experience　 as　 though　 the

video　 vaporizes　 and　 merges　 into　 the　 real　world　 is　produced.



$欝 鱗《》薯

國 原 秀 洋Ybshihiro　 KuNIHARA

1977年 広 島県生まれBorn　 1977　in　Hiroshima



faceroid 集団にお ける個、個 における集団、個 は集団 に帰属 し、また集

団は個に より構成 されている。 この個 と集団 の関係 は密接にお

互いを影響 しあ い構 成 され ている。社会 にお ける個 人も また、

その 関係 に類 して いる。 このイ ンスタ レー ション はboidな ど

にみ られ る群 行動 のアル ゴ リズム を使 用 し、 プ ロジ ェクシ ョ

ンされている各々 の顔 の視 線に適用 させて いる。 こうする こと

によって疑似的 に社会 の中の個 人の視線を作 り出 し、個 々の視

線 の動きか ら生 まれ る全体 の視 線の動 きを作 りだ している。 ま

た、 プロジ ェク ションされた各々の顔の視線 は鑑賞者 に影響 さ

れるようにな って お り、 自分 と社会の視線の関係 をも構 成の要

素 と して表現 してみ た。

The　 individual　 in　terms　 of　the　 group,　 and　 the　 group　 in　terms　 of

the　 individual:The　 individua口s　 assigned　 to　 the　 group,　 and　 the

group　 is　structured　 out　 of　 individuals.　 The　 relationship　 between

the　 individual　 and　 the　 group　 is　one　 wherein　 the　 two　 closely　 in-

fluence　 each　 other.　 The　 relationship　 between　 the　 person　 and

society　 is　similar.　 In　this　 installation,　 algorithms　 of　flock　 movement

found　 in/bolds/are　 applied　 to　 the　 lines　 of　sight　 of　 each　 of　the

faces　 projected　 on　 screen,　 thus　 creating　 a　 line　of　 sight　 for　 each

person　 within　 the　 pseudo-society,　 and　 a　collective　 line　 of　 sight

comprised　 of　the　 movements　 of　the　 lines　 of　sight　 of　each　 person.

Further,　 the　 lines　 of　sight　 for　 each　 of　the　 faces　 on　 screen　 is　af-

fected　 by　 the　 viewer,　 thus　 expressing　 the　 elements　 of　structure　 in

the　 relationship　 between　 one's　 own　 line　of　sight　 and　 society's.

纏舞轟婁灘灘轟



婁灘 鑑》糠 璽
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1980年 兵庫 県生 まれBorn　 1980　in　Hyogo



space　 O4 「影 お くり」という遊 びが ある。晴れ た 日に地 面 に落 ちる 自分

の影 を20秒 ほ ど じっと見 つめ、次 に空を見 上げ ると空 に白 く

自分 の像 が映 って見え るというものだ。私は子供の頃、 この遊

び に他 の影を使ち た遊 び とは違 う奇妙 な感 覚を抱 いて いた。子

供 はよ く 「影が私 の後をつ いて くる」「鏡が私 のマネをす る」と

いった言 い方をする。 これ は自分 の像 が、 自分の後 ろにいるよ

うな感 じ方 を しているか らで はないだろうか。私が潜在的 に意

識 しているであろ う 「私」の像 と目の前 に現れ る 「私」の像 を比

較す ることによ って 「私」の像は 「私」でな くなる。私 はそ の体

験を可能 にする空間 と、体験 によって見えるもの に興味 を持 っ

て いる。

In　 the　 childhood　 game　 called　 Kageokuri,　 one　 stares　 at　 the

shadow　 of　oneself　 on　 the　 ground　 for　20　 seconds　 in　a　bright　 day,

as　 one　 looks　 up,　 the　 reflection　 of　one's　 image　 can　 be　 seen　 in　the

sky.　 When　 I　was　 a　 child,　 this　 shadow　 game　 was　 different　 and

stranger　 than　 others.　 Children　 often　 say,"The　 shadow's　 chasing

after　 me,"and"The　 mirror　 is　copying　 me."Perhaps,　 this　 is　our

image　 that　 we　 feel　 behind　 us.　 As　 I　compare　 the　 image　 of　 I　that

appears　 in　front　 of　my　 eyes　 to　the　 image　 I　that　 I　potentially　 aware

of,　the　 image　 of　 I　is　perceived　 differently　 to　 the　 original　 I.　I　am　 in-

terested　 in　spaces　 where　 it　is　possible　 to　this　 kind　 of　experience,

and　 in　the　 things　 one　 sees　 through　 this　 experience.

響



欝雛》鱒 璽
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Life(); 私 たちには 自由 に選択す る機会 があるので しょうか?

世界 を知 覚する一つの方法 と して私 たち、 また あらゆる生物 を

構成 要素 とする一種の複雑系 システムである とみなす ことがで

きます。　　 　 し

世界 は私 たちの知識 を超 えた時限で決定論的であ るとも、 また

私 たちには自分の意思 によって選 択する ことがで きるとも信 じ

ることができます。

しか しそれ さえも決定 された範 囲の中で あるかも知れ ません。

私 たちは強力な規則で支配 された複 雑なシステムの無力 な元 素

にす ぎないのです。

しか しそう考えた後で再び世界 を眺めて下さい。それ らの個 々

の元素 の美 しさ、世界の素晴 ら しさを感 じる事がで きます か?

Do　 you　 have　 a　chance　 to　choose　 freely?

One　 way　 to　 perceive　 life　is　to　 perceive　 it　as　 a　 kind　 of　 complex

system,　 in　which　 we　 are　 elements,　 beside　 other　 creatures."Life"

is　deterministic　 beyond　 our　 knowledge.　 We　 may　 believe　 that.　 Or

we　 believe　 that　 we　 have　 a　chance　 to　 choose　 with　 our　 will,　but

maybe　 this　 will　is　within　 the　 range　 of　some　 determination.　 We　 are

powerless　 elements　 in　a　big　 complex　 system　 governed　 by　 pow-

erful　 rules.

But　 then　 again　 look　 at"Life".　 Do　 you　 see　 how　 stunning　 these　 ele-

ments　 are?Do　 you　 feel　how　 wonderful　 the　 life　is?

1姦韓姦馨蒙嚢嚢轟
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Peeping　 Box　 2006 市販 の材 料だ けで位置検 出のできるシステムの制作 と、 その応

用 と してメデ ィアアー トコンテンツを制作 しました。位置検 出

は赤色LEDを 反 射す る再帰性 マー カー をウ エブカメ ラで取 得

す る ことで、ヨ 次元位 置 を リアル タイ ムに取得 します。OSC

(Open　Sound　Control)で ネ ッ トワーク接続 され たビュー ワーで、

窓 から覗 き見た室内を表示 し、視 点移動による室内観察 を行う

ことができます。仮想生物体 が室 内で行 う行為が何か を 観察 ・

想像 する ことによ り、 自己の好奇心 と罪悪感の はざ間 にある心

の動 きを捉えた いというテ ーマでコンテンツを制作 しま した。

created　 a　 system　 capable　 of　 positional　 detection　 using　 only

commercially　 available　 materials　 and　 the　 system　 application

media　 contents.　 For　 the　 positional　 detection,　 a　 web　 camera

captures　 a　 marker　 that　 reflects　 red　 LED　 to　 acquire　 a　 three-

dimensional　 position　 in　real-time.　 The　 inside　 of　 a　room　 as　 seen

from　 the　 window　 is　displayed　 on　 network　 connected　 by　 OSC

(Open　 Sound　 Control).　 By　 shifting　 one's　 line　 of　 sight,　 it　is　pos-

sible　 to　 inspect　 the　 inside　 of　the　 room.　 I　created　 the　 contents　 of

avirtual　 creature　 whose　 actions　 within　 the　 room　 are　 the　 object　 of

observation　 and　 imagination　 in　an　 effort　 to　 capture　 the　 state　 of

one's　 mind　 on　 the　 brink　 between　 curiosity　 and　 guilt.

1幽韓轟婁慧嚢難轟



騒霧 難○ 藩

長 尾 陽 介Yousuke　 NAGAO

1979年 千葉県生 まれBorn　 1979　in　Chiba



お すすめ 定 食

Recommended　 dish

人 間は遠 い昔か ら道具 を生 み出 し、 自己を拡張す ることで豊か

な生活 を手 に入れ てき た。 今 日では、テ ク ノロジー の発達 に

よって目ま ぐる しい速 さで新 しい道具が生 まれて いる。それ と

ともに人間 と道具の関係 は変 化を続 け、そのス ピー ドは人間が

適 応す るの に勝 るほ どの勢 いであ る。 しか し、 そ もそ も人 間

に とって道具 とは何 なの か、 どんな存在 で あるべ きなの だろ

うか。本作品 では、能動 的に人間 に対 してア フォー ドす る 「食

器」を通 し、食 事 という人 間が生きる上 で不 可欠な シチュエー

ションの中で、人間と道具との新たな関係性について体感させる。

Inventing　 tools　 since　 long　 before,　 we　 have　 obtained　 affluent

circumstances　 and　 have　 expanded　 ourselves.　 Today,　 new　 tools

appear　 at　a　bustling　 speed　 through　 the　 development　 of　the　 tech-

nology.　 Simultaneously,　 the　 relation　 between　 human　 and　 tools

keeps　 changing,　 and　 the　 speed　 of　change　 is　faster　 than　 humans

can　 adjust　 to.　 However,　 in　the　 world,　 what　 are　 tools　 according　 to

humans?How　 should　 tools　 existence　 for　 man?In　 this　 work,　 we

experience　 a　new　 relationship　 between　 man　 and　 tool　 by　 eating

with　 these　 active"dishes",



馨灘 鱗《》難

太 田 崇 徳Takanori　 OTA

1970年 静岡県生 まれBom　 1970　in　Shizuokα



るんる

LNL

作品について

音楽作品 〈るんる〉は、アルゴリズムを用いて自動作 曲するソフ トウェアが制

作され、 コンピュータ ・シミュレーションが行われたコンピュータ音楽です。

作品テーマ　 　 　 　　 　 ・

「人は、死ぬために生きる。人は、生きるために死ぬ。」我 々は、 いつか肉体

を失う運命 の中で生きています。私は、 自分が死ぬことを想像するだけでも

非常な恐怖 を感 じます。 しかし 「生」は、「死」がなければ存在 しません。 こ

の二つが一体 となって機 能する我々は、 「生」と同じくらい「死」についても考

える必 要があると思われます。私 は、 たとえ生命が肉体を失 っても、輪 廻転

生の躍 動する力が魂に存 在することを信 じています。現実の中で待 ち受 ける

「死」を想像することによって、生 きる ことの意味について考 えられるのでは

ないでしょうか。音 楽作 品 〈るんる〉は、 二つの楽曲からなる連作 歌曲です。

第一部の楽 曲は 『フィフ』と呼ばれ、第 二部 は、 『るんる』と呼ばれます。単

旋律の楽 曲 「フィフ』は、一 つの生命体の生 きる力が表現され、「生」が意味

されています。第一部 と第 二部の楽曲の間に、必然的 に起こる沈黙は、「死」

が意味されています。複旋律 の楽曲 「るんる』1よ 肉体 を失 った魂が空気 とな

り他 の魂 と交わ った り離れた りしながら輪廻転生を求める力が表 現され、「死

後の生」が意味されています。

Work　 title

The　 musical　 piece　 LNL　 is　computer　 simulated　 computer　 music　 created　 by

software　 that　 automatically　 composes　 songs　 using　 algorithms.

Theme　 for　 work

"One　 lives　 to　die
.　One　 dies　 to　 live."We　 live　with　 the　 fate　 of　eventually　 losing

our　 physical　 bodies.　 I　feel　 terrible　 fear　 just　 by　 imaging　 myself　 dying.　 However,

"Life"cannot　 exist　 without"Death
."For　 us,　 these　 two　 function　 in　unison,　 and

we　 shOuld　 think　 about"Death"as　 much　 as　 we　 dO"口fe."lbelieve　 that　 even

when　 our　 lives　 lose　 its　physical　 body,　 our　 spirits　 have　 the　 power　 to　 reincar-

Hate.　 It　is　arguable　 that　 imagining　 the　 death　 we　 await　 in　reality　 allows　 us　 to

think　 about　 the　 meaning　 of　 life.　The　 musical　 piece　 LNL　 is　a　sequential　 song

consisting　 of　two　 musical　 compositions.　 The　 first　composition　 is　called"fyf,"

and　 the　 second"LNL.""fyf"represents"Life,"and　 the　 monophonic　 melody

expresses　 the　 power　 to　 live　one　 life.　A　 silence　 that　 inevitably　 occurs　 between

the　 first　and　 second　 composition　 represents"Death.""LNL"represents"life

after　 death,"and　 the　 polyphonic　 melody　 expresses　 the　 power　 of　metempsy-

chosis　 through　 the　 process　 of　souls　 mixing　 and　 separating.

慈華真馨慧嚢彗轟













































The　 Source 〈The　Source>は 科学 の コミュニケ ーシ ョン と意 図的な伝 達不

良や宣伝 につ いて、 日本のボ トル ドウォー ター市場 を例に、調

査 するプ ロジェク トである。ボ トル ドウォー ター商品が、純粋

で手 つかず の 自然 のイ メー ジを使 い、 商品 の純度 を提案 して

いる ことな どに注 目し、事実 の権 限について 問いかける。〈The

SOurce>は 、偽似科学 を思わせ る宣伝文 句に侵 され た水を象徴

的に浄化す ることを試みるが、 この浄化行為 は汚染 された水を

自然の状態 に戻 すこ とがで きるのだろうか?そ して浄 化された

水は、私たち の体 と心 にどのよ うな影響 を与 えるのだろ うか?

The　 Source　 investigates　 the　 communication　 and　 deliberate　 mis-

communication　 of　 scientific　 facts,　 taking　 the　 Japanese　 bottled

water　 industry　 as　 an　 example.　 The　 project　 questions　 the　 authority

of　facts,　 which　 focus　 on　 conveying　 an　 image　 of　pure,　 untouched

nature,　 therefore　 suggestion　 the　 purity　 of　 the　 products.　 The

Source　 operates　 with　 a　 real　 act　 of　 purification　 on　 the　 symbolic

cleansing　 of　 the　 water,　 which　 is　contaminated　 by　 being　 expos-

sed　 to　 pseudo-scientific-like　 language.　 Can　 this　 act　 of　purification

revert　 the　 contaminated　 water　 to　its　natural,　 untainted　 state?And

how　 wilほhis　 water　 affect　 our　 bOdy　 and　 mind?

福 原志 保shihO　 FuKuHARA

アーテ ィス ト。1976年 新潟 県生まれ。2005年10月 か ら2006年3月 まで、

客員芸 術家 としてIAMASに 滞 在。

Artist.　Born　 in　Niigata　Japan　 1976.　Artist-in-Residence　 at　IAMAS　 from

October　 2005　 to　March　 2006.

ゲオルク ・トレメルGeOrg　 TREMMEL

アーテ ィス ト。 オース トリア出 身。福 原志保 と共 同制 作を行う。

Artist.　Born　in　Austria.　He　collaborates　works　with　Shiho　FUKUHARA.

1爽韓姦馨慧難嚢轟









教 員 レ ビ ュ ー

Faculty　 Reviews

アカデミーの４つのコース、大学院大学の４つのスタジオの教員によるIAMAS２００６のレビューです。Reviews for IAMAS 2006　by faculty from four coursesin the Academy and four studios in the institute　 、



ANDコ ース　神成淳司

ANDコ ース=ITと 考 える人 は学 内外に多 く存 在する。 確かに、　ITはANDコ ースの主 要な柱の一

つであるが、ITを 学ぶ事だけがANDコ ースの目的ではない。 自分の考えや思考 に基づいた作 品や

システムを、自分独 自の表現を用いて現実社会へ具現化する事がANDコ ースの主 目的である。　IT

はこの目的を達成するために、個 々人が容易に習得 可能 な手法に過 ぎない。

　 2006年 春 に卒業する4名 の卒業生の作 品1よ いずれも、 自身の経験に基づ き、 自分 の考えを現

実社会へ具現化 させた、素晴 らしいものであった。

　 池本貴子 の作品 〈意識の中へ〉は、半球 状の ドーム内に自身の記憶でもある過去の映像を投影す

る。来場 者は ドームの中で鳴 り響 く電話を発見す る。その電話を取 りあ げ、語 り始める間、来場

者の前で映像 は動 き続 ける。語 り合う事 と記憶の リンケージ。様々な変遷を遂げた自分 自身の記

憶を振 り返 り、新たなステージへ と踏み出そうという意思 を強 く感 じる作 品である。

　 加納鷹一の作品 〈Shared　Space　System>は 、複数人がコンピュータを用いた共同作業 を実施す

るためのもので、画像やテキス ト情報の共有やチャッ ト等の機 能が統合 されている。在学 中、映

像 中継や様々なチャ ットシステムを開発 した加納の集大成である。システムへの負荷を軽減 しな

がら共 同作業を円滑に実施するための、細やかな心遣 いが実装された、 思わず使 いた くなる作品

である。

　矢 島一憲の作 品 〈ANDコ ースの物品 管理 システム〉は、　RFIDを 用いた備品 管理 システムである。

ANDコ ースの備 品管理を担 当し、学内全体の備 品管理 における課題を常 日頃認識 していた矢 島は、

lAMASの 状況 を踏 まえ、必要な機}能や項 目を選 りす ぐりこのシステムを構 築 した。他には存 在 し

な い、IAMASに 最適な備 品管理 システムである。

　綿 引啓 太の作品 〈Cotton　e-learning　system>は 、多 くのe-learningが 個人の 自習用教材であるの

に対 し、受講者 自身が他 の受講者 のために新たな問題 と回答を作成 し、相互 に作成 した問題を評

価 しあうという、双 方向型の学習教材である事が特徴である。人 に教える事が好きで、在学 中に

近隣の学校や企 業にお いて講義 を実施 した綿 引の、 「教 える事が一番の教 育」 という考 えを具現化

した世 界でも珍 しい学 習教材である。

　それぞれ異なる道 を歩み始めた4人 の、今後の更なる発展 に期待 して いる。
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AND　 course　 Atsushi　 SHINJO

There　 are　 many　 people　 both　 within　 and　 outside　 the　 campus　 who　 think　 that　 AND　 course=IT.　 IT　is

surely　 one　 of　the　 important　 pillars　 in　AND　 course,　 however　 learning　 IT　is　not　 the　 only　 purpose　 in

AND　 course.　 The　 main　 purpose　 is　to　manifest　 the　 work　 and　 system　 based　 on　 one's　 thinking　 and

unique　 expression　 in　real　 society.　 IT　is　simply　 an　 easily　 acquired　 means　 for　individuals.

　　In　Spring　 2006,　 four　 graduates　 made　 fine　 works　 based　 on　 their　 own　 experiences　 that　 realized

their　 ideas　 in　real　society.

　 Takako　 Ikemoto's　 work,　 Conscious　 Dome,　 reflects　 images　 of　her　 memories　 inside　 a　hemispheric

dome.　 The　 visitors　 discover　 a　ringing　 phone　 in　the　 dome.　 They　 pick　 up　 the　 phone　 and　 when　 they

start　 speaking,　 the　 images　 continuously　 move　 in　front　 of　them.　 This　 is　a　linkage　 between　 conver-

sion　 and　 memories.　 This　 work　 gives　 a　strong　 impression　 where　 stepping　 into　 a　new　 stage　 seems

possible　 by　 reviewing　 one's　 memories　 from　 various　 changes.

　　 Yoichi　 Kano's　 work,　 Shared　 Space　 System,　 integrates　 with　 functions　 such　 as　 sharing　 images

and　 text　 information,　 and　 chat,　 etc.　 allowing　 multiple-people　 to　 carry　 out　 collaborative　 work　 while

using　 the　 computer.　 This　 is　the　 culmination　 of　the　 live　images　 and　 various　 chat　 systems　 Kano　 de-

veloped　 in　school.　 This　 work　 implemented　 careful　 considerations　 to　 reduce　 system　 workload　 and

make　 collaboration　 work　 smoothly,　 so　 users　 naturally　 want　 to　 use　 it.

　　Kazunori　 Yajima's　 work,　 Artic!e　 management　 system　 ofAND　 course,　 is　an　 inventory　 control　 sys-

tem　 that　 uses　 RFID.　 Yajima　 looked　 after　 the　 inventory　 control　 in　AND　 course　 as　 well　 as　 checking

the　 control　 inventory　 on　 campus　 as　 a　usual　 task,　 and　 based　 on　 IAMAS'needs,　 he　 constructed

this　 system　 by　 choosing　 necessary　 functions　 and　 items.　 This　 is　a　unique　 inventory　 system　 perfect

for　IAMAS.

　　 In　contrast　 to　 the　 many　 e-learning　 systems　 that　 provide　 self-learning　 materials,　 Keita　 Watahiki's

work,　 Cotton　 e-learning　 system,　 uses　 interactive　 learning　 material,　 which　 allows　 learners　 to　 cre-

ate　 new　 questions　 and　 answers　 while　 discussing　 questions　 through　 each　 other,　 Watahiki　 likes　 to

teach,　 and　 during　 his　studies　 at　school,　 he　 held　 lectures　 in　neighborhood　 schools　 and　 companies.

His　 world-class　 remarkable　 learning　 materials　 manifest　 his　 idea　 that"teaching　 is　the　 best　 educa-

tion."

　　As　 each　 of　these　 four　 people　 set　 off　their　 own　 path,　 I　am　 expecting　 further　 developments　 from

them　 in　the　 near　 future.
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CGIコ ー ス 村 上 寛 光

今年 のCGIは 、　CGプ ログラミングを用いた作 品、 アー ト ・アニメー ション、 ドキュメンタ リー

や ドラマの制作などと、幅 広い様々な映像 表現の作品が並ぶ事 となった。

　岡野 と小 椋の両者 は、CGプ ログラミングという技術的なアプローチか ら新たな映像を作 り出す

事に挑戦 していた。岡野良久の 〈Real　Time　Rendering>は 、今まで表現できなかった幅広い光 の情

報を持 った画像か ら生み出されるライティングによって、無 数に浮かぶ幾何学 状のオブジェク ト

が照 らされ ている不思 議な風 景が、荘厳 なイメージとして リアルタイムにスク リーンに映 し出さ

れる作 品。 小椋玲央奈の 〈HDR動 画でライティング〉は、浮遊するガラスの球が昔の校舎 の面影が

残るIAMASの 校舎の中を駆 け抜けてゆく詩的な映像である。

　女性三人 は、三者 三様の手 法で アニメー ション作品を生み出 した。井澤 澄子の〈synchrostinato>

は、 日常 にお ける何 気ない音が音楽 に変わる瞬 間か ら発想を得た音をテーマとした映像作 品。生

活音を組み合 わせ た構造 的な作 曲と、その音 にシンクロをさせた映像のコラー ジュによって映像

と音 との新たな融合を 目指 している。加藤め ぐみの 〈ヒトガタ〉は、粘土 によるコマ撮 りとペ ンタ

ブ レッ トを用 いたデジタル ・ドローイングを組み合わせ た、独 自の映像手法を用 いたアニメー ショ

ン作 品。人形が人間に憧れる 「ピノキオ」をアレンジした心 温まるス トーリーの作 品で あった。手

描きによるアニメーシ ョン制作に挑 戦 したのは、村岡朋美の 〈光の在 り処〉である。思春期の少女

が大 人になる過程 で突 き当たる心 の問題を、彼女 自身の実体 験も重ね合わせながら丁 寧に描 き出

している。 紙に一 枚一枚書 いた線画 と水彩による着色によって、深みのあるやわらか い映像 に仕

上がっている。

　実写映像の二人はそれぞれ個性 を持 った映像作 品を作 り出した。高嶋浩の 〈この道の光〉は、循

環型社会の実現を 目指 して活 動を行 って いる音楽バ ンドを追 った ドキュメンタ リー作品。百 本以

上の撮 影テープを費や した長 期間のツアーへの同行取材を通 して、彼 らが追 い求める理 想の社 会

の形が作者の視 点を通 して描かれている。亀 山千尋 の 〈つまらない奴〉は、不条理 なヒューマン ・

ドラマである。真 正面か ら人間の価 値 とは何か という問 いへの回答を探 ろうという意 気込みが感

じられ る作品であった。作 者 自身が一人二役をこな しつつ撮影 ・編集 も全て一 人で行 って、 作品

の個性 の強 さへと繋が っているように思える。

　それぞれ異なる分野へ進んでいった卒業生の彼らの今後の活躍 に期待 したいと思う。
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CGI　 course　 Hiromitsu　 MURAKAMI

This　 year's　 CGI　 featured　 a　wide　 range　 of　various　 video　 expression　 works　 including　 CG　 program-

ming　 based　 works,　 art　animations,　 documentaries,　 dramas,　 etc.

　　 Both　 Okano　 and　 Ogura　 challenged　 making　 new　 videos　 from　 technical　 approach　 of　CG　 pro-

gramming.　 Yoshihisa　 Okano's　 work,　 Real　 Time　 Rendering,　 is　a　 work　 of　mysterious　 scenery　 that

projected　 from　 countless　 geometrical　 objects,　 which　 reflect　 on　 the　 screen　 in　real-time　 as　 a　solemn

image　 by　 the　 lighting　 created　 from　 the　 image　 with　 the　 information　 on　 the　 wide　 range　 of　light　 that　 is

inexpressible　 up　 to　 now.　 Leona　 Ogura's　 HDR　 Movie　 is　a　poetic　 video　 that　 a　floating　 glass　 ball　runs

through　 in　the　 schoolhouse　 of　IAMAS　 where　 the　 look　 of　an　 old　 schoolhouse　 remains.

　　Three　 women　 each　 had　 their　 own　 way　 of　creating　 animation　 works.　 Sumiko　 Izawa's　 synchros-

tinato　 is　a　video　 work　 themed　 on　 sound,　 coming　 from　 the　 notion　 of　the　 instant　 when　 everyday

normal　 sounds　 change　 into　 music.　 By　 the　 constructive　 composition　 combined　 with　 life　sound　 and

the　 collage　 image　 that　 synchronized　 with　 this　 sound,　 the　 work　 aims　 at　forming　 a　new　 amalgama-

tion　 with　 image　 and　 sound.　 Megumi　 Kato's　 HITOGATA　 is　an　 animation　 work　 using　 her　 unique

video　 technique　 of　combining　 stop　 motion　 animation　 with　 clay　 and　 pen　 tablet　 digital　 drawing.　 It's

awork　 with　 heartwarming　 story　 wherein　 dolls　 can　 be　 arranged　 to　 Pinocchio　 who　 wants　 to　 be.　 On

the　 other　 hand,　 Tomomi　 Muraoka's　 The　 place　 of　light　 challenged　 animation　 production　 with　 hand

drawing.　 She　 carefully　 drew　 the　 mental　 conflicts　 in　that　 adolescent　 girls　 encounter　 in　the　 process

of　 becoming　 an　 adult　 with　 her　 own　 experiences.　 The　 video　 was　 made　 in　depth　 and　 flexibility　 by

drawing　 one　 piece　 by　 piece　 on　 the　 paper　 and　 coloring　 them　 with　 paint.

　 The　 two　 live-action　 video　 makers　 produced　 video　 works　 with　 their　 distinct　 characteristic.　 Hiroshi

Takashima's　 This　 Road　 of　 Light　 is　a　 documentary　 work　 of　a　 music　 band　 that　 carries　 out　 activi-

ties　 aimed　 at　the　 realization　 of　 a　society　 that　 is　recycling　 oriented.　 Throughout　 the　 long　 period　 of

gathering　 information　 along　 with　 the　 tour　 by　 taping　 over　 a　hundred　 videos,　 the　 author　 describes

the　 band's　 ideal　 form　 of　society　 from　 his　 own　 perspective.　 Chihiro　 Kameyama's　 work,　 a　bore,　 is　an

absurd　 human　 drama.　 This　 work　 expressed　 an　 enthusiasm　 of　seeking　 the　 direct　 answers　 toward

the　 question　 of　what　 are　 human　 values.　 The　 author　 plays　 both　 roles　 in　the　 completion　 of　filming

and　 editing,　 which　 seems　 to　link　with　 the　 strong　 characteristic　 of　this　 work.

　　As　 each　 of　the　 graduates　 moved　 ahead　 in　their　 d肝erent　 field　 of　studies,　 l　look　 forward　 tO　their

successes　 in　the　 near　 future.
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DITコ ー ス 永 原 康 史

今 年のDITコ ースの卒業 制作の特徴 は、電子メディアの作 品がな いことで ある。 唯一、 ウェブデ

ザインに材をとった鈴木大の 〈高齢者 向けウェブデザイ ン〉も、ユニバーサルデザインが主題であ

り、 ウェブは単なる表 層にすぎな い。その主題 と表層を見誤ることな く志を貫けるか どうかが こ

ういった仕事の善 し悪 しを決めるのだが、 さて鈴木 の場合はどうだったであろうか。

　 書物を制作 した寺脇裕子 〈DIT　GUEST　 LECTURE　 DOCUMENT>と 西川優 子〈たびにっき〉は、両

者同 じ悩 みを抱えなが らも違 った展 開を見せた。 「デザイン」 はそれ自体 が表現 のジャンルで はな

く、 いわば 「方法」を表わす言葉である。だから 「○○デザイン」と何 にでもデザインという言葉を

つけることができるし、 「○○をデザイ ンする」 というような言い回 しもできる。デザインが持つ

そのような性質から、デザイ ンそのものを対象 にする場合 にも、その○○が どう しても必要にな り、

いきおい○ ○の方 に目が行 って、 デザイ ンがおざな りになって しまう。それは、 だれもが経験す

るディレンマである。寺脇 は、○○ を 「ゲス トレクチャーの記録」というすでにあるコンテンツに

求めてディレンマを断ち切 ろうとし、 西川は、旅行記の執筆 という著作 行為を行なうことで○○

をも自身の中で咀噛 しようとした。 前者には高い技術が必要であ り、後者 には 自作 自演 の厳 しさ

が求められる。ふた りはそれに応 えられたかどうか。

　 毎年 出て くる映像 系の作 品も今年 はフリップブ ックという紙メデ ィアの形 をとった。北 澤里奈

の 〈FLIP　BOOK>で ある。 コンテンツとメデ ィアの軋礫は、先の○○ 問題 と同様、 デザインにおけ

るデ ィレンマのひとつだが、 フリップブック という装置性がさらにそれを複 雑に した。構成 要素

の整理がうまく行かなか った例だが、幸い北澤 は研究生 として学校に残る ことにな っている。

　 伊藤 晶子 の 〈memOrandum>は インスタレーシ ョンによる作品である。49個 の立方体に しつら

え られた私 的なス トー リーが不連 続に置 かれてお り、観 客はそれを手 にとって読むようになって

いる。紙メディアの変形といっていいだろう。内容は心を打つ。ひとつのキューブからつぎのキュー

ブへ と自然に手が伸び、笑みがもれた り、胸がつまった りする。一辺70ミ リの立 方体は見事にメ

デ ィア として機能 していた。伊藤 も研 究生 として残る。

　 研 究生の加藤修 大は、 一年前の卒業制作 に続 く、身体性 をテーマにした映像 作品 〈めまい〉 を

出品した。一年 前は自分 自身の身体 をモチーフに した内向的な作 品だったが、今 回は、観 客の身

体 に直接働きかけるスタイル に変わった。その変化か ら(加藤自身の)一年の時間を読 み取る ことが

できる。その ことを評価 したい。

　 最 後に、卒業制作展展 覧会の広報物 およびグラフィ ック要素のデザインを卒業 制作 とした中西

要 介には、お礼 とねぎらいの言葉をかけたい。 どうもあ りが とう。お疲れさまでした。 そ してみ

んなに、 まだまだスター トライ ンだ。先は長い。心配するな と紙面を借 りて伝えたい。
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DIT　course　 Yasuhito　 NAGAHARA

The　 distinct　 feature　 in　this　 year's　 DIT　 course　 graduate　 works　 is　that　 none　 of　them　 were　 electronic

media　 works.　 Even　 in　Dai　 Suzuki's　 work,　 Web　 Design　 for　 the　 Elder,　 the　 only　 one　 that　 used　 web

design　 for　 material　 and　 universal　 design　 as　 the　 theme,　 the　 web　 is　only　 the　 surface　 layer.　 Whether

one　 is　able　 to　accomplish　 one's　 ambitions　 without　 misinterpreting　 the　 theme　 and　 the　 surface　 layer

determines　 the　 quality　 Of　the　 wOrk.　 So　 hOw　 did　 Suzuki　 dO?

　　Hiroko　 Terawaki　 and　 Yuko　 Nishikawa　 produced　 the　 books　 DIT　 GUEST　 LECTURE　 DOCしIME八1τ

and　 travel　 sketch,　 respectively.　 They　 both　 had　 the　 same　 worries,　 but　 showed　 different　 develop-

ments.　 The　 word"design"is　 not　 in　itself　 a　genre　 of　 expression,　 but　 rather,　 the　 word　 refers　 to

"method
."The　 word　 design　 can　 be　 applied　 to　 anything　 as"something　 design."When　 talking

about　 the　 quality　 of　design　 or　 referring　 to　design　 itself,　the"something"in"to　 design　 something"is

necessary,　 and　 overwhelmingly　 that"something"draws　 the　 attention　 and　 the　 design　 is　neglected,

Everyone　 experiences　 that　 dilemma.　 Terawaki　 combated　 this　 dilemma　 with"Guest　 Lectur-

er's　 Record,""something"for　 which　 the　 contents　 already　 existed.　 On　 the　 other　 hand,　 Nishikawa

undertook　 this"something"by　 herself　 by　 writing　 travei　 sketch.　 The　 former　 needed　 sophisticated

technology　 meanwhile　 the　 latter　 required　 strictness　 on　 self-reliance.　 Were　 they　 able　 to　meet　 these

demands?

　　Even　 of　the　 video　 works　 that　 appear　 every　 year,　 this　 year　 took　 a　form　 of　paper-based　 media‐

Rina　 Kitazawa's　 FLIP　 BOOK.　 The　 conflict　 between　 content　 and　 media　 was　 the　 same　 as　 the

"something"problem　 mentioned　 before
,　a　dilemma　 in　design.　 However　 the　 installation　 of　flip　book

made　 it　much　 more　 complicated.　 This　 is　an　 example　 of　the　 arrangement　 of　structural　 components

not　 working　 well,　 but　 I　am　 glad　 that　 Kitazawa　 will　remain　 as　 a　research　 student　 in　the　 school.

　　Shoko　 Ito's　memorandum　 is　an　 installation　 work.　 The　 visitors　 come　 to　 read　 private　 stories,　 which

are　 installed　 in　49　 cubes　 placed　 in　discontinuous　 order,　 We　 could　 say　 this　 is　a　transformation　 of

paper-based　 media.　 The　 content　 of　 the　 work　 is　poignant.　 As　 the　 visitors　 read　 from　 one　 cube　 to

another,　 their　 hands　 reach　 out　 naturally,　 smiles　 spread　 across　 their　 faces,　 and　 they　 get　 choked　 up.

丁he　 70mm　 square　 cubes　 functioned　 superbly　 as　 media.　 lto　also　 remains　 as　 a　research　 student.

　　 Research　 student　 Shuta　 Kato　 continued　 his　 graduate　 work　 firom　 one　 year　 prior　 and　 submitted

Memai,　 a　video　 work　 themed　 on　 the　 body.　 His　 work　 from　 last　 year　 was　 an　 introspective　 work　 us-

ing　 the　 motif　 of　his　 own　 body,　 but　 the　 style　 changed　 in　this　 work　 to　 reach　 out　 directly　 to　 the　 visi-

tors'bodies.　 This　 change　 said　 a　lot　to　 me　 about　 the　 past　 year's　 time　 for　 Kato.　 I　want　 to　 give　 him

credit　 for　that.

　　 Last,　 I　would　 like　to　 thank　 Yosuke　 Nakanishi　 and　 offer　 words　 of　appreciation　 for　 the　 Graduate

Exhibition　 flyers　 as　 well　 as　 his　graphics　 elements　 design　 part　 of　his　 graduate　 work.　 And　 to　 every-

one,　 I　would　 like　to　take　 this　 opportunity　 to　 say　 that　 you　 are　 still　on　 the　 starting　 point,　 and　 there　 is

along　 way　 to　 go,　 so　 do　 not　 worry　 too　 much.
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DSPコ ース 小林茂

僕がIAMASに 来たのは2004年 の7月 で した。今回卒業 した卒 業生の皆さんは2004年 度 入学です

か ら、同級生(あ るいは厳密には僕の方が後輩)に なるわけです。

　IAMASに 来て約 二年 間が過 ぎ、 ようや く慣れてきた感 じがするのですが、そんな頃に皆さんは

卒業 して しまうのですか ら、改めて二年 間という時間は短 いな と思 います。

　今回卒 業制作展に出品 した4人 の皆さんは、追い込み はそれぞれかなり大変だ ったようですが、

まずは、 ちゃんと本番に間に合 って本当によかったと思っています。

　山岡 くんの作 品は、 「星 に願 いをこめてそれを望遠鏡でみる」 というとてもロマ ンチ ックな着想

を、恥ずか しげもな くそのまま作品に しようとしたところが良かったと思います。展 示に関 しては、

現場の さまざまな環境 や、技術 的な制約のために必ず しも意 図通 りというものではなかったと思

いますが、機会が あればもう一度や り直 してみる価値は十分 にあると思いました。

　柴部 くんの作 品は、 着想そのものはかな りシンプルなものだった と思うのですが、 システム を

作る ところで時間を取 られす ぎて しまい、十分練 りこまれないまま本番 にな って しまったのが残

念です。幸いな ことに、 今後も このテーマを続けるチャンスを得たようですので、試 行錯誤 を続

けつつ、 深めて いって欲 しいなと思います。

　 白井さんの作品 は、 「花で現代 社会の人間の病 的な一面を表 現する」というコンセプ トはとても

わか りやすいものだ った と思います。展 示に関して1よ 部屋 ごとつ くるか、あるいはミニマムな

要素で構成す る方法 もあったのではないか という気 はするのですが、今後 膨 らませてい くことも

できるテーマだと思 いま した。

　長 島くんの作品は、会期 中に訪れた一般 の来場者の方にかな り人気がありましたね 。特に、子

ども達が時間を忘れてず っと触 って いたのが印象的で した。 細かいことを言い出せばいろいろあ

る と思 いますが、荒 肖1」りな中にも何がやりたいのかが良 く伝わ って来ました。途 中、紆余 曲折はあっ

た と思いますが、 最初の シンプルなアイデアをそのままに近い形で実現で き、 かつ楽 しいものに

な ったのがよかったですね 。

　最後 にな りますが、IAMASで は途 中で何度もプレゼンがあ ります。 この過程 で(DSPコ ースに限

らず)ど んどん保守的になって しまう人が多か ったのはとても残 念でした し、いろいろと考えさせ

られま した。

　 アイデ アを頭の中や紙 の上だ けにとどめてお くので はな く、 自分の得意な方法で素早 くプロ ト

タイプ(あ るいは習作)と して具現 化す る、 というプロセスをどんどん繰 り返すというのが必 要なん

じゃないか と思いました。

　 これ からも、 いわゆる作 品に限らず何かを作るということにかかわ ってい く人が多いと思 いま

す。IAMASで 楽 しか ったこと、嫌 だった ことなどを時には思 い出 しなが ら、 粘 り強 く自分 のアイ

デアを世 に送 り出し続けていって欲 しいと思 います。
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DSP　 course　 　Shigeru　 KOBAYASHI

came　 to　 IAMAS　 in　July　 2004.　 The　 students　 graduating　 now　 all　enrolled　 in　2004,　 so　 they　 are　 like

classmates(or　 more　 precisely,　 my　 seniors).

　　It's　been　 about　 two　 years　 since　 I　came　 to　 IAMAS　 and　 I've　finally　 begun　 to　feel　 used　 to　 it,　but　 in

the　 meantime　 everyone　 is　now　 graduating,　 so　 in　reflection　 two　 years　 seems　 like　a　short　 time.

　　 For　 the　 four　 students　 who　 submitted　 works　 in　the　 Graduate　 Exhibition　 was　 really　 tough　 at　the

homestretch,　 but　 I　think　 they　 did　 a　fine　job　 making　 it　to　the　 final　stage.

　　 Yamaoka　 did　 a　fine　 job　 of　taking　 the　 romantic　 idea　 of　 wishing　 upon　 a　star　 and　 observing　 it

through　 a　telescope　 and　 making　 it　into　 a　work　 as　 is　without　 any　 show　 of　embarrassment.　 Due　 to

the　 various　 environments　 and　 technological　 constraints　 at　the　 venue,　 the　 work　 didn't　 go　 exactly

as　 planned,　 but　 I　think　 there　 would　 be　 much　 worth　 in　reworking　 it　should　 an　 opportunity　 arise.

　　 think　 the　 idea　 behind　 Shibabe's　 work　 was　 fairly　simple　 but　 too　 much　 time　 was　 spent　 in　making

the　 system,　 so　 unfortunately　 it　wasn't　 we旧ntegrated　 intO　 the　 work.　 But　 rm　 happy　 to　 hear　 that

Shibabe　 gained　 a　chance　 to　 continue　 this　 theme,　 so　 I　hope　 it　fleshens　 out　 through　 a　process　 of

trial　and　 error,

　　　thought　 the　 concept　 for　 Shirai's　 work,　 using　 flowers　 to　express　 the　 diseased　 side　 of　people　 in

contemporary　 society,　 was　 easy　 to　grasp.　 It　seemed　 there　 were　 two　 methods　 for　exhibition;creat-

ing　 each　 room　 or　 creating　 with　 the　 minimum　 elements.　 I　think　 this　theme　 can　 be　 expanded　 later.

　　 Nagashima's　 work　 was　 quite　 popular　 with　 the　 general　 public　 who　 came　 to　 visit　during　 the　 ex-

hibition.　 It　was　 impressive　 how　 the　 children　 completely　 lost　 track　 of　time　 and　 kept　 touching　 the

work.　 There　 were　 a　few　 problematic　 details,　 but　 even　 through　 the　 rough　 spots　 the　 desire　 to　 do

something　 was　 well-conveyed.　 While　 I'm　 sure　 there　 were　 some　 twists　 and　 turns　 in　the　 process,

it　was　 fantastic　 that　 the　 initial　simple　 idea　 was　 realized　 in　form　 nearly　 intact　 and　 was　 turned　 out　 to

be　 a　fun　 work　 at　that.

　　In　choosing　 the　 graduates　 make　 several　 presentations　 at　IAMAS　 while　 working　 on　 their　 projects.

Unfortunately,　 there　 were　 many　 who　 gradually　 became　 more　 conservative　 during　 this　 process(not

limited　 to　the　 DSP　 course).　 It　made　 me　 consider　 several　 things.

　　　 thought　 that　 maybe　 it　is　necessary　 to　 not　 merely　 get　 ideas　 in　one's　 head　 and　 on　 paper,　 but

also　 to　 repeat　 over　 and　 again　 the　 process　 of　quickly　 realizing　 them　 in　the　 form　 of　 a　prototype(or

study)through　 the　 means　 one　 uses　 best.

　　 From　 here　 on　 out,　 the　 graduates　 will　work　 with　 many　 people　 in　creating　 other　 things　 besides

works.　 It　is　my　 desire　 that　 they　 continue　 to　persevere　 sending　 their　 ideas　 out　 into　 the　 world　 while

looking　 back　 sometimes　 on　 the　 things　 they　 enjoyed　 and　 disliked　 at　IAMAS.
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スタジオ1鈴 木宣也

lAMASの 卒展は、設 営の時は毎年内部的 にゴタゴタするものだが、 まあ初 めて設営する人が多 く

不慣れな点があり、 そもそ も一学年の学生全員で一つのことをす るというのは、 実は在学 中最初

で最 後であるわ けで、意 思疎通が出来ているかと言えば、それは二年 間同 じ場 所で勉 学に励 んで

きた中でできた紐のようなもので、 ところどころ辛う じてxが っているような状態 かもしれない。

　 殆 ど徹 夜に近い状 態で設 営 し何 とか形 を作ろうとする努力は、個 人差 はあるものの、 結果的 に

毎年、作 品だけでな く卒展全体の評判をも良 くしていて、来場者 を驚かせ楽 しませて くれる。 ど

ういう訳か、 この展示 には個 人制作 と展示全体の制作のための分 散 ・協調 システムが うまく機 能

しているようだ。

　 毎年思 うことだが 、作品に関する説明が少ないことは非 常に残念だ。 どの作品も、 どうや って

体験 するのかわか らない し、 どういった考えで作 ったのか制 作者の意 図も伝わ らない。説 明員が

常時いる作品 もあるが、説明員が いない場合、観 客は、意図はおろか体験の仕 方もわからず に通

り過 ぎて しまう。勿体 無い。疲れているとは思うが、最後までがんばって欲 しい。

　 スタジオ1の 個 々の作 品を見て いくと、今回 は全体 的に昔に戻 ったような懐か しさを感 じさせ

る作品が多いと感 じた。まず目に付 く作 品は 〈Life　O;〉 だった。ち ょっと古 い感 じのテーマを見事

に斬 り直 した。ライフゲーム は学生の頃、 アルゴ リズムの授業の課 題で、紙で提出するものだっ

たが、面 白くないのでプログラムを作 成し提出 したのを思 い出させた。 〈faceroid>もまた似たよう

なアルゴ リズム と画像 処理 との組 み合わせによって実現 した作 品だ。最終 的に同 じ顔になってい

たが、 同じ顔 じゃない方がよいと思う し、もう少 し明るくはっきり投影 した方が印象 的だと思 う。

〈signscape>は サーモグラフィーで撮 影したデータを蓄積 し、それを三 次元空間にマッピング して

いく様 は、一昔 前のSGI全 盛期 の頃のメディアアー ト作 品を思い起こさせ た。取 り込 まれ る自分

とそこに表示 される自分 との差が面 白い。 〈おすすめ定食〉 は、デバイスのデザインとメ力ニカル

な動きが、 ローテクなのかハイテクなのかわからない。そんなところが面 白く、 そこに長尾 独特

の 「味付 け」が隠されているのか?ア クシデ ントを取 り戻せなかったのは残念だ。 コンテンツや手

法には拘 らず技術に突 き進む作品が 〈Peeping　BOx　2006>。 精度の高い技術 力はどの作品も寄せ付

けない。 この技術 力はこれからの作品制作の支 えになることは間違いないだろう。〈Drop>は 、な

ん とも言 えな い神里テイス トの小 奇麗な作品だ。 メンテナンスにやや難が あるものの、 タイ ミン

グが合 えば楽 しめる。 目的からは逸れたが、それも神里テイス トの一部 と考えればよいのか。 鏡

をモチーフに した 〈space　O4>は アーティス トらしい無茶 さが面 白い作品だ。今年の卒展 の中では

一番挑 戦 している と思 った
。 もう少 し時間をかければ、 さらに面 白 くな りそ うな ところが残念。

僕 は会場撮影 を担 当したが、 これは写真撮るのが最もたいへんだ った。
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STUDIO　 1 Nobuya　 SUZUKI

Every　 year　 when　 preparing　 for　 the　 IAMAS　 Graduate　 Exhibition,　 confusion　 sets　 in　when　 setting　 up

artworks　 and　 the　 venue.　 Part　 of　the　 reason　 lay　 in　the　 fact　 that　 most　 of　the　 students　 set　 up　 it　for

the　 first　time　 and　 were　 inexperienced.　 But　 basically,　 all　the　 students　 of　one　 grade　 are　 supposed　 to

work　 all　together,　 and　 collaboration　 work　 of　this　 exhibition　 is　the　 first　and　 last　 time　 during　 the　 pe-

riod　 of　attendance　 at　school.　 They　 might　 communicate　 with　 each　 other　 well　 but　 perhaps　 the　 bond

they　 have　 created　 devoting　 themselves　 to　study　 at　the　 same　 place　 for　 two　 years　 has　 barely　 tied

the　 students　 of　together.

　　The　 effort　 to　 put　 on　 a　good　 exhibition,　 usually　 arranged　 under　 vigil-like　 circumstances,　 every

year　 not　 only　 artworks　 but　 also　 the　 Graduate　 Exhibition　 on　 whole　 garners　 high　 praise　 and　 pleas-

antly　 surprises　 the　 visitors.　 So　 it　seems　 the　 good　 system　 of　 delegation　 and　 collaboration　 for　 per-

sonal　 creations　 and　 creations　 for　the　 overall　 exhibition　 function.

　　Unfortunately,　 I　come　 away　 each　 year　 thinking　 works　 were　 inadequately　 explained.　 For　 any　 art-

work,　 it　was　 unclear　 how　 to　experience　 it　and　 either　 which　 ideas　 were　 employed　 in　its　creation　 or

the　 intention　 of　the　 creator　 remained　 ill-conveyed.　 There　 were　 some　 artworks　 where　 there　 was　 no

explanation;visitors　 would　 pass　 by　 not　 knowing　 how　 to　 experience　 the　 artworks.　 It's　a　waste.1'm

sure　 they're　 worn　 out,　 but　 I　hope　 the　 students　 give　 it　their　 all　to　the　 very　 end.

　　Looking　 at　each　 Studio　 l　works　 individually,　 there　 were　 a　lot　of　works　 that　 overall　 made　 me　 feel

nOstalgic[ike　 l　had　 gOne　 back　 to　the　 past.　 The　 first　work　 l　saw　 was　 L旋 ∋O;.　lt　was　 a　good　 remake

from　 an　 old　 theme.　 This　 reminded　 me　 of　 when　 I　was　 a　student　 and　 I　had　 to　 submit　 an　 exercise

for　 algOrithm　 class　 on　 paper,　 but　 that　 was　 boring　 so　 l　created　 a　 prOgram　 fOr　 submitta口nstead.

faceroid　 is　a　work　 realized　 in　much　 the　 same　 way　 by　 combining　 algorithms　 and　 image　 process-

ing.　 The　 face　 at　 the　 end　 was　 the　 same,　 but　 I　thought　 it　would　 have　 been　 better　 had　 it　been　 a

difference　 face,　 and　 more　 bright,　 clear　 projection　 would　 have　 been　 more　 impressive.　 signscape

accumulates　 data　 captured　 through　 thermography　 and　 maps　 it　in　3D　 space,　 which　 reminded　 me

of　 media　 art　 works　 a　 decade　 agO　 in　the　 heyday　 of　SGL　 The　 difference　 between　 the　 part　 myself

you　 that　 is　drawn　 into　 the　 work　 and　 how　 it　is　displayed　 in　the　 work　 is　interesting.　 The　 mechanical

movement　 for　Recommended　 Dish　 is　not　 gotten　 the　 measure　 of　classify　 as　 high-tech　 or　 low-tech.

found　 this　 feature　 interesting,　 and　 I　can't　 help　 but　 wonder　 if　the　 key　 to　 Nagao's　 inimitable"flavor"

is　hidden　 here.　 It's　unfortunate　 that　 it　met　 an　 irreparable　 accident.　 Peeping　 Box　 2006　 was　 a　work

that　 rushed　 headlong　 toward　 technology　 without　 fixating　 on　 contents　 or　 method.　 No　 other　 work

compares　 in　terms　 of　high　 precision　 technological　 capability.　 Without　 a　 doubt,　 this　 technological

capability　 will　be　 the　 underpinning　 of　work　 creation　 in　the　 future.　 Drop　 is　a　work　 that　 is　difficult　 to

describe　 beyond　 spruce　 and　 in　the　 vein　 of　Kamisato's　 taste.　 Maintenance　 is　somewhat　 problem-

atic　 but　 if　the　 timing's　 right　 you're　 sure　 to　enjoy　 it.　It　veered　 away　 from　 the　 objective,　 but　 this　 can

be　 considered　 part　 of　 Kamisato's　 taste.　 space　 O4　 is　a　work　 based　 on　 the　 motif　 of　 mirrors,　 whose

artist-type　 nonsensicalness　 is　interesting.　 I　think　 it　was　 probably　 the　 most　 challenging　 work　 this

year.　 I　felt　a　tinge　 of　regret　 that　 it　could　 have　 been　 more　 interesting　 if　she　 would　 have　 spent　 more

time　 in　it.　I　took　 charge　 of　photography　 in-the　 hall,　and　 this　workwas　 the　 most　 difficult　to　photograph.
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スタジオ2前 田真二郎

現在、我が校の卒 業制作展は卒業 ・修了の審査が終わってから行われる。勿論、教 官側 は正式 な

かたちでの展示 ・上映 ・公 演を経験する ことが有益だ という考えか ら出品をすすめている。 しか

しそれ は審査す るための展 示ではなく有志による展覧会 であ り、本校 の伝統 行事 と捉えてもよい

のか もしれない。 今年は初 の完全学生主 導による展 覧会とな った。卒業制作展 を改めて生徒 自身

が考 え、 実現 したことの意義 は大 きかったように思える。細かい経緯は把握 していないが、 論文

審 査などで残念なが ら卒業できなか った生徒 の作品展 示や、審 査対象になかった作品の上映な ど

もあった。学生有 志の実行委員会 によって、柔軟な判断が随所 になされていたに違 いない。

　 さて、内容 についてだが高 い完成度 を持つ制 作物が揃 っていたように思 う。 さまざまな試みを

一 覧できる見応えのある展示 とな っていた
。決 して互 いが似 ていない制作 物が並んでいたことは、

各 人がそれぞれの方 向性 を発見 していることと解釈でき、 これほど素晴 らしいことはないだろう。

国 際的な レベルといって良い作品もあったように思う。 気になる点をあげるとす るな ら、各 々の

制作物が内在すべき「思想 の強度」が少 し弱いように思えた ことだろうか。 外部の方か ら10年 前や

5年 前の国際的な メデ ィア系展 覧会よ りも レベルが高いのではないか といった感 想をいただ くこ

ともあ ったが、そ うは単 純には言 えな いだろう。 その頃の制作物の多 くは、八一 ドウエアや技術

が未成熟であって も作者の 「強 い思想」があり、新たな未来の ビジョンを提 示するものが多 くあっ

た。 その創造性 は今見ても色裾せ ることがない。 これはアー トの領域に限った話ではないだろう。

lTが ますます現実 的な社 会環境 に浸 透 していくこの現 在におけるク リエイテ ィビテ ィのあ り方に

っ いて、展 示を鑑 賞 しながら考 えさせられた。 このようなことを出品 している学生にも話を して

みたのだが、我ながら要 求が高度 だと思 う。同 時にそういった ことを本 音で話 し、議 論ができる

IAMAS生 を誇 りに思える。

　親バカついでに、 大学院卒 業生でない読者 に伝えることがあるとすると、 実は二 年次ゼミのほ

とん どは論 文指導だ ったことだ ろう。生徒 は今回展示 された作 品よりも論文 に多 くの時間を費や

したのではないだ ろうか。卒業制 作展会場 にひっそりと並べられたあの論 文である。 これは先に

述べた 「思想の強度」こそが今 の時代のク リエイターにとって必 要な要素であることにも関係する

のだが、そのような背景の中で完成度の高い作 品を出品 したIAMAS生 の体 力に対 して、素 直に拍

手を送 りたい と思 う。
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STUDIO　 2　 Shinjiro　 MAEDA

Currently,　 the　 Graduate　 Exhibition　 for　 our　 school　 takes　 place　 after　 the　 graduation　 and　 course

completion　 evaluations.　 Of　 course,　 the　 faculty　 promotes　 exhibits　 from　 the　 idea　 that　 it　is　beneficial

for　the　 students　 to　experience　 exhibitions,　 screenings,　 performances,　 etc　 in　a　formal　 capacity.　 But

the　 Graduate　 Exhibition　 is　not　 an　 exhibition　 for　 evaluation;旧s　 a　voluntary　 exhibitiOn　 that　 can　 be

considered　 a　traditional　 event　 at　 IAMAS.　 This　 year's　 was　 the　 first　exhibition　 led　 in　full　by　 the　 stu-

dents.　 There　 is　a　huge　 significance　 in　the　 fact　 that　 the　 students　 themselves　 rethought　 the　 Gradu-

ate　 Exhibition　 and　 brought　 it　to　fruition.　 I　am　 not　 familiar　 with,the　 details,　 but　 the　 works　 of　students

who　 unfortunately　 could　 not　 graduate　 due　 to　their　 thesis　 evaluations,　 and　 works　 that　 were　 not

submitted　 for　 evaluation　 were　 screened.　 There　 were　 many　 instances　 where　 the　 volunteer　 student

Executive　 Committee　 made　 flexible　 decisions.

　　With　 regard　 to　 content　 of　the　 works,　 it　appeared　 that　 highly　 complete　 creations　 were　 brought

together.　 The　 exhibition　 was　 a　spectacular　 presentation　 displaying　 various　 attempts.　 The　 fact　 that

creations　 so　 unlike　 each　 other　 were　 brought　 together　 can　 be　 interpreted　 to　 mean　 each　 of　 the

exhibitors　 found　 their　 own　 direction,　 which　 I　think　 is　the　 greatest　 achievement.　 There　 were　 even

works　 that　 would　 be　 considered　 good　 on　 an　 international　 level.　 If　I　had　 to　 mention　 something　 that

bothered　 me　 I　would　 say　 that　 the　 intensity　 of　thought　 intrinsic　 to　the　 works　 was　 somewhat　 weak.

We　 received　 comments　 from　 some　 visitors　 that　 this　 exhibition　 achieved　 a　 higher　 level　 than　 inter-

national　 media　 exhibitions　 from　 ten　 or　five　years　 ago,　 but　 I　don't　 think　 it　is　as　 simple　 as　 that.　 Many

works　 from　 that　 time　 may　 have　 lacked　 sophisticated　 hardware　 or　technology,　 but　 the　 creators　 had

powerful　 ideas　 and　 there　 were　 many　 works　 that　 offered　 new　 visions　 of　the　 future.　 Even　 looking　 at

them　 now,　 that　 creativity　 hasn't　 faded.1'm　 sure　 this　 occurs　 in　not　 only　 the　 field　 of　art,　Viewing　 this

exhibition　 made　 me　 think　 about　 the　 nature　 of　creativity　 in　the　 practical　 social　 environment　 of　today,

which　 is　being　 evermore　 saturated　 by　 IT.　Speaking　 about　 these　 things　 with　 the　 students　 who　 sub-

mitted　 these　 works　 I　was　 surprised　 at　the　 high　 level　 of　my　 demands.　 At　the　 same　 time,　 I　felt　proud

of　the　 IAMAS　 students　 who　 were　 able　 to　express　 their　 true　 thoughts　 to　 debate　 this.

　　 Perhaps　 I'm　 doting　 a　 little　here,　 but　 the　 second　 year　 seminar　 class,　 designed　 for　 expressing

ideas　 to　 readers　 who　 aren't　 postgraduates,　 was　 actually　 spent　 mostly　 on　 thesis　 guidance.　 The

students　 spent　 considerable　 more　 time　 on　 their　 theses　 than　 on　 the　 works　 exhibited　 this　 time.

The　 theses　 were　 inconspicuously　 lined　 up　 at　the　 Graduate　 Exhibition.　 This　 also　 relates　 to　 the

aforementioned　 intensity　 of　thought　 as　 a　specifically　 necessary　 element　 for　today's　 creators,　 and

would　 like　to　applaud　 the　 vigor　 of　the　 IAMAS　 students　 who　 were　 able　 to　submit　 works　 with　 a　high

degree　 of　completion　 from　 that　 background.
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スタジオ3　 小林孝浩

そもそ も電子 情報工学 を学んできた私は、IAMASに 赴 くまではアー トやデザイ ンとは無関係 を決

め込 んで いた フシがある。それでも何 年もするとさすがに無視で きない存在 とな りつつあ り、 今

ではどこかに接点を見つけようとしている。

　 そんな視 点で卒 制展を見てみる と、初 日を迎えるまでの完成度の推 移がおもしろい。 目に見え

ないところで個別 に進んではいるのだろうが、見た目は当初は歩みがのろく、最 終 日のぎりぎり

にな って初めて全体 像が整う。その様 子は指数 関数のようである。 とはいえこれ は接点で はなさ

そうだ。

　 ひとまず作 品に目を向けてみよう。私が属する大学院のスタジオ3で は今年度 は三 人の展 示が

あった。

　 鈴 木君は入 学前から民俗 舞踊に興 味を持 っていて、一貫 してこれをテーマの中心に位 置付 けて

いた。子供 たちに民俗 芸能の多様性を通 じて世界 に興味を持 って欲 しいというメッセー ジを感 じ

る。何 度もワー クショップを開き開発 した教材は、子供の特性 をよく反映できていた。展 示 した

システムはIAMAS卒 業生 との共同制作でもあるので、今後の展 開に期待 したい。

　 中原君は情 報が存 在すべき場所 について問いを投 げか けていた。病 院や美術 館の案 内システム

を例に挙 げて現行 方式の限界 と改良点を示し、技 術と現場の要請 とをバランス させた案 内システ

ムを提案 した。ただ入学前か ら類似研 究をしてきた彼 としては、論 文では次の点までを議論 して

欲 しかった。 すなわち、先駆的すぎる技術 は、 具体的にどの ように歩み寄ればよいのか、 という

ことである。

　 松 本さんはネッ トワークコミュニケー ションをテーマに研 究を展 開 していた。 ス トリーミング

を多 く扱 った経験 を経て、臨場 感を増強する手法を提案 していた。 展示 したシステムは、 自動で

検出できる情 報を利用 して、 おおよその居 場所や使用 言語、周辺のニュースなどを ピックアップ

して相 手に提示 して くれる。 これによってお互いをより近 くに感 じ、臨場 感を与 えたいとの 目論

見であろう。 自動である必要がないとすれば、お互いを深 く感 じるための最低 限のパラメータと

は何なんだろう、 と考 えさせられ る研究であった。

　 展 示全体 としては、 こういった研 究に関する簡単な説 明がある と良 いと思 った。 アー ト作品で

はそのコンセ プ トを説明 して しまうことはタブーなのかも しれないが、研 究成果 としての作品で

あれば、それ こそをわか りやすく示す ことが望 まれる。モニタの中だけで動 く作品 はこぢん まり

として しまい、 まず触 ってもらう機会 さえ減 らしていそうだ。理工 系であればポスター展示が一

般的なのだが、工夫 してIAMASの 作 品展 にな じむ形にはできないものだろうか。

　 それぞれ性 格の違 う作 品を、 あのように広い空 間で、 しかも限られた予算の中で手懐ける必 要

があるのだか ら、その苦労は想像に難くな い。作品展 に慣れない人や理工系の来客も意識 した会

場 作 りをするにはどうすればいいものだろうか。そ ういった接 点はた くさんあ りそうだ。
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STUDIO　 3　 Takahiro　 KOBAYASH

originally　 have　 a　background　 in　electronic　 information　 engineering,　 so　 until　I　came　 to　IAMAS　 there

were　 some　 things　 that　 I　considered　 unrelated　 to　art　 and　 design.　 Over　 the　 years,　 they　 of　 course

became　 a　presence　 I　could　 not　 ignore　 and　 now　 I　am　 searching　 for　points　 of　contact.

　　Looking　 at　 the　 Graduate　 Exhibition　 from　 that　 point　 of　view,　 it　is　interesting　 to　 see　 the　 shift　 to

completion　 leading　 to　 the　 first　day.　 While　 the　 works　 individually　 progressed　 in　unseen　 ways,　 it

seemed　 that　 at　first　progress　 was　 dull,　 and　 only　 at　 the　 very　 last　 minute　 on　 the　 last　 day　 did　 they

come　 together　 to　form　 the　 complete　 picture.　 And　 exponentially　 so　 at　that.　 But　 I　do　 not　 think　 this　 is

apoint　 of　contact.

　　First,　 let　us　 call　 our　 attention　 to　the　 works.　 Studio　 3,　 my　 department　 at　 the　 Institute,　 produced

artworks　 from　 three　 students.

　　Suzuki　 held　 an　 interest　 in　folk　 dance　 prior　 to　enrolling　 in　IAMAS,　 and　 subsequently　 centered　 the

work　 on　 this　 theme.　 One　 can　 sense　 a　 message　 calling　 out　 to　 children　 to　 find　 an　 interest　 in　the

world　 through　 the　 diversity　 of　folk　 performances.　 The　 teaching　 materials　 developed　 through　 work-

shops　 repeatedly　 reflect　 well　 the　 characteristics　 of　the　 children.　 The　 system　 on　 exhibit　 also　 served

as　 a　collaboration　 work　 among　 IAMAS　 graduates,　 so　 I　hope　 to　see　 it　develop　 further.

　　 Nakahara　 questioned　 the　 places　 where　 information　 should　 exist.　 Taking　 up　 the　 guidance　 sys-

terns　 of　a　hospital　 and　 museum,　 he　 showed　 the　 limitations　 and　 areas　 needing　 improvement　 in　the

current　 form　 and　 proposed　 a　guidance　 system　 that　 balanced　 technology　 and　 the　 demands　 of　the

actual　 location.　 However,　 since　 he　 had　 made　 similar　 research　 before　 enrolling　 to　 IAMAS,　 I　wanted

him　 to　 discuss　 the　 following　 point:namely,　 exactly　 how　 should　 one　 approach　 technology　 that　 is

too　 cutting-edge?

　　Matsumoto　 developed　 research　 themed　 on　 network　 communication.　 Using　 her　 experiences　 of-

ten　 dealing　 with　 streaming,　 she　 offered　 a　means　 to　 enhance　 the　 presence.　 The　 system　 on　 exhibit

used　 information　 that　 it　could　 search　 automatically　 to　 pick　 up　 general　 location,　 language　 used,

local　 news,　 etc.　 and　 display　 it　to　the　 person　 with　 whom　 one　 is　communicating.　 Thus,　 it　was　 an　 at-

tempt　 for　the　 users　 to　feel　 closer　 to　each　 other　 and　 create　 a　greater　 sense　 of　reality.　 The　 research

made　 one　 consider　 what　 the　 lowest　 parameter　 needed　 to　strongly　 feel　 each　 other　 is　if　it　were　 not

necessary　 to　 be　 automatic.

　　　thought　 that　 for　the　 overall　 exhibition,　 it　would　 be　 good　 to　 have　 simple　 explanations　 like　the　 one

above　 related　 to　the　 research.　 It　may　 be　 taboo　 to　explain　 the　 concept　 behind　 a　work　 of　art,　but　 for

works　 that　 are　 the　 results　 of　 research,　 it　is　preferable　 to　present　 them　 in　an　 easy　 to　 grasp　 format.

Awork　 that　 runs　 only　 within　 a　monitor　 does　 not　 stand　 out,　 and　 seems　 to　discourage　 opportunities

to　 be　 touched.　 Science　 and　 technology　 related　 exhibitions　 seem　 to　 generally　 consist　 of　 posters,

but　 I　wonder　 if　they　 cannot　 be　 devised　 to　resemble　 something　 more　 like　IAMAS　 exhibitions.

　　There　 is　a　need　 to　tame　 the　 works,　 which　 are　 so　 different　 in　nature　 from　 one　 another,　 in　a　wide

space　 and　 with　 a　 limited　 budget,　 and　 it's　not　 hard　 to　 imagine　 the　 toil　involved.　 How　 should　 one

create　 a　 venue　 that　 is　conscious　 of　people　 who　 aren't　 used　 to　 exhibitions　 and　 visitors　 from　 sci-

ence　 and　 technology　 backgrounds?Ithink　 there　 are　 many　 points　 of　contact　 like　that.
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スタジオ4吉 岡洋

学 生たちというのは、次か ら次へ と入学 してきては、 ワイ ワイ言 ってるうちにあっとい う間に二

年間が終わ り、どんどん卒業 してゆくものなのである。 かれ らとの付き合 いは、里見美香の〈Life();〉

の、現れ てはまもな く消える、せつない出会 いの ようなものである。そ してわれわれ教 員たちだ

けが、 いつまでたっても卒業で きない。 是枝裕 和の映画 「ワンダフル ・ライフ」に出て くる職 員み

たいに、ある種の"limbo"に 、取 り残されたままなのである。毎年毎年、卒 業生たちの後姿が向う

のほうに消えてゆくのを、ノ」＼西七重の作品 〈space　O4>の ごとく、ただむな しく見送 るしかないの

である。

　 さて今年の卒展 は全体 として、そ のような寂 しさをいやが上にも痛 感させ るような、 よく言 え

ば"poetic"、 悪 く言えば弱々 しい作品が多か った。 こういうのは、 時代 の趨勢もあるので しょうか

ね。一億 総オタクの この時代、 みんな 自分だけの、 きれいな世界に引きこもろうとしているみ た

いに思われる。 そりゃ今 の世界 の絶望 的なありさまを見れば気 持ちは分 りますよ。でも、 ゲス ト

に呼んだグナラン ・ナダラヤンがアン トニオ ・ネグ リを引用 して言 ってたように、知 的にはペ シミ

ス トで行 動においてはポ ジテ ィヴであることだけが、 グローバ リゼー ションにおいて唯 一正 しい

倫 理的態度ではないのか?

　個 々の作 品について感想 を言えってか?　 太田崇徳)〈るんる〉はマニア ックな作品だがマニアー

(狂気)は ない。 ジャムセ ン・ローの 〈以史為堕〉は、映像は美 しく洗練 されているがテキス トが頑

なだ。 むぎばや し、三原、斉 田の 〈molds>は 、可能性 は感 じるがみずか らを枠 に嵌めすぎている

ように思える。西 脇直毅の〈「接触感」の記録の映像2>は アブノーマルさが中途半端でも どか しい。

ほかの作品にも同様 に言及できるけれど、 こんなこといくら言 ってもきりがないよ。

　 人生は長 いようにみえるけれども、 実はそれほど長 くはない。そ して恐ろ しいことに、人 間に

は成長 といった ものはそれほ どないのである。若 いときはダメで も年 とれば成 熟するなんて大ウ

ソ、バ カは死ぬまでバカのままだ。そ して20代 前半 に作ったものは、意外におのれの可能性のす

べてを言 い尽 くしていた りするのである(ひ ゃ一)。 そして、 この事実 に心からおのの くことができ

るか どうかが、 その後の人生を決定する。「才能」 なるものがも しもある とすれ ば、 それ はおのれ

の限界 を目の当た りに して催れ、恥 じいる ことができるかどうか、 その一点 にかか っている。そ

れができない諸 君は、 自分だ けの小さ くて きれいな世界 の中で幸ネ副こ人生を終 えたまえ。 だが私

の愛する若 さとは、みずか らの小 ささとうまく折 り合いをっけられない苛立ちの ことなのだ(な ん

だか今年は太宰治みたいになった)。
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STUDIO　 4　 　Hiroshi　 YOSHIOKA

Students‐they　 enroll　 one　 after　 the　 other,　 and　 while　 they're　 chattering　 with　 excitement,　 two　 years

come　 to　a　close　 before　 they　 know　 it,　and　 they　 graduate　 year　 after　 year.　 My　 time　 with　 them　 is　like

the　 poignant　 encounter　 in　Mika　 Satomi's　 Life();,　 fading　 away　 just　 as　 soon　 as　 it　appears.　 And　 we

faculty　 members　 cannot　 graduate　 no　 matter　 how　 much　 time　 passes.　 Like　 the　 instructors　 in　Hiro-

kazu　 Koreeda's　 After　 Life,　 we　 remain　 lost　 in　some　 kind　 of　limbo.　 And　 as　 in　Nanae　 Konishi's　 space

O4,　 all　we　 can　 do　 is　watch　 the　 silhouettes　 of　the　 graduates　 in　vain　 as　 they　 disappear　 each　 in　their

own　 direction.

　　Overall,　 in　this　 year's　 Graduate　 Exhibition　 a　lot　of　works　 unbearably　 drove　 this　 kind　 of　 loneliness

home.　 Put　 in　good　 light,　 they　 could　 be　 called　 poetic,　 or　 being　 critical　 they　 could　 be　 called　 feeble.

suppose　 there's　 also　 the　 trend　 of　the　 times　 to　 account　 for.　In　this　 age　 of　obsession,　 it　seems　 as

though　 everyone　 is　trying　 to　escape　 into　 their　 own　 pretty　 little　world.　 And　 you　 can　 understand　 why

if　you　 take　 a　look　 at　the　 hopeless　 situation　 of　the　 world　 today.　 But　 just　 as　 Guest　 Lecturer　 Gunalan

Nadarajan　 said,　 quoting　 Antonio　 Negri,　 isn't　the　 only　 true　 ethical　 attitude　 in　globalization　 to　 be　 a

pessimist　 intellectually　 and　 positive　 in　action?

　　So　 you　 want　 my　 impressiOns　 of　the　 individual　 works?一 陰kanori　 Ota's　 L八IL　 was　 a　maniacal　 work

without　 the　 mania.　 In　Jamsen　 Law's　 History　 as　 a　Mirror,　 the　 image　 is　beautifully　 elegant,　 but　 the

text　 is　narrow.　 One　 feels　 the　 possibilities　 in　Mugibayashi,　 Mihara,　 Saita's　 molds,　 but　 it　seems　 as

though　 they've　 pigeon-holed　 themselves.　 The　 abnormality　 of　 Naoki　 Nishiwaki's　 touch　 sensation

#2mediocre　 at　best,　 making　 it　irritating.　 I　could　 mention　 other　 works　 in　the　 same　 light,　 but　 there's

no　 end　 to　these　 kinds　 of　comments.

　　Life　 may　 seem　 to　 be　 long,　 but　 in　reality　 it　isn't　as　 long　 as　 it　looks.　 And　 what's　 more　 frightening

is　that　 human　 growth　 isn't　 that　 great.　 The　 idea　 that　 even　 if　you　 can't　 do　 something　 when　 you're

young,　 you　 can　 accomplish　 through　 maturation　 is　a　big　 lie,　and　 fools　 will　be　 fools　 until　 they　 die.

And　 what　 we　 create　 in　the　 first　half　 of　our　 twenties　 will　say　 everything　 about　 what　 our　 possibilities

are(gasp!).　 And　 whether　 we　 can　 be　 terrified　 down　 to　our　 hearts　 by　 this　 will　determine　 the　 rest　 of

our　 life.　Should　 there　 be　 a　thing　 such　 as"talent,"it　 depends　 on　 only　 whether　 we　 see　 our　 limits　 and

tremble,　 whether　 we　 hide　 our　 faces　 in　shame.　 To　 those　 who　 can't　 do　 this,　 go　 on　 and　 live　the　 rest

of　your　 lives　 in　happiness　 in　your　 own　 personal　 small　 pretty　 worlds.　 What　 I　love　 best　 about　 youth

is　the　 annoyance　 at　not　 being　 able　 to　come　 to　terms　 with　 one's　 own　 smallness.(It　 seems　 like　I've

become　 like　Osamu　 Dazai　 this　 year.)
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卒展のこと　 池本貴子

卒業 制作は自分が本 当に作 りたか ったものには到達できなかったけど、ある程 度完成できてよかっ

た。卒展 までは自分の限界 を超えて作業を していた。なんとか完成 させたいという気力だけでや っ

ていた と思 う。

　 卒展の期 間中 に一番きつかったのは、中学生の集団が来 た時。 ソフ トピアの見 学にや ってきた

中学 生百数十人がいっせ いに押 し寄せてどう対処 していいのかわか らなかった。 中学生は苦 手だ。

　 それまで話 をした ことがなかった人 と話を した り、意 外な一 面を知 ることが出来た りしたのも

卒 展があ ったか らこそだ と思 う。 もっとこうすれ ばよか った と思う こともた くさんある けれ ど、

卒展 自体 は満足 している。みんなで協力 して何かをするってたいへんだけどなん とか無事 に終わっ

てほ っと して いる。

創作活動を続けるということ　 村岡朋美

lAMASは 、その複雑な名が謳 うように、様 々な背景を持った年齢層も幅広い人 々の集ま りである。

その多様を極 める環境で、ただひとつ皆に共通 して言えることは、「創作活 動をしている」 という

ことである。 在学中は当たり前のことだが、卒業 してか らも作家 として作 品を作 り続けることは、

よほどの意思がない限 り難 しい。 しかし、 それ を続けていれば、 どこにいても同 じ作 家 として互

いを語 りあうことがで きる。つま り、 「創作活動を している、続けること」で、IAMASを 巣立 った

後も皆とつながっていられるのだ。

　私たちは、1AMASと いう場で奇跡的にめぐり合 い、分野は違 えど「創作活動 をしている」という

ただひ とつの共通 項をもって互いに切磋 琢磨 してきた。 これか らもこの一期 一会を胸に精 進 して

いきたい。そ して またいつか出会 ったときには、作品を通 して、 よき仕事 を通 して語 り合える こ

とを願 っている。
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Graduate　 Exhibition Takako　 IKEMOTO

Although　 my　 work　 in　the　 Graduate　 Exhibition　 did　 not　 reach　 my　 highest　 expectation,　 I　was　 glad　 it

reached　 some　 degree　 of　completion.　 I　surpassed　 my　 limits　 until　the　 exhibition　 to　 produce　 it,　and

think　 I　did　 it　purely　 on　 the　 will　to　complete　 it.

　 During　 the　 exhibition,　 the　 most　 stressful　 thing　 was　 the　 group　 visits　 by　 junior　 high　 students.　 Hun-

dreds　 of　students　 visited　 the　 Softopia　 venue.　 I　had　 no　 idea　 how　 to　 deal　 with　 these　 students　 as　 ten

of　them　 came　 to　 see　 my　 work　 at　once.　 The　 junior　 high　 students　 were　 a　real　 pain.

　　　think　 that　 due　 solely　 to　 the　 Graduate　 Exhibition,　 I　was　 able　 to　 speak　 with　 people　 about　 things

I've　 never　 talked　 about　 before　 and　 discover　 an　 unexpected　 side　 to　 things.　 Although　 there　 were

many　 things　 that　 I　should　 have　 done,　 but　 I　am　 still　satisfied　 with　 the　 exhibition　 itself.　With　 every-

one's　 efforts　 I　am　 glad　 that　 the　 exhibition　 finished　 without　 any　 troubles.

On　 continuing　 creative　 activities Tomomi　 MURAOKA

As　 its　complex　 name　 suggests,　 IAMAS　 gathers　 a　wide　 range　 of　people　 from　 various　 backgrounds

and　 age　 groups.　 In　this　 intricate　 environment,"working　 on　 creative　 activities"is　 all　everyone　 has　 in

common.　 In　school　 it　is　a　matter　 of　course,　 but　 it　will　be　 difficult　 to　 continue　 producing　 works　 as

artists　 after　 graduation　 without　 a　strong　 desire　 to　 do　 so.　 However,　 to　 continue　 creative　 activities

will　allow　 us　 to　converse　 as　 artists　 regardless　 where　 we　 are.　 In　other　 words,　 by　 continuing　 creative

activities,　 everyone　 will　still　be　 connected　 even　 after　 setting　 out　 from　 IAMAS.

　　We　 met　 by　 good　 fortune　 at　IAMAS,　 and　 although　 our　 fields　 of　study　 differed,　 we　 worked　 hard

together　 having　 only　 creative　 activities　 in　common.　 I　like　to　 continue　 to　 cherish　 in　my　 heart　 this

once　 in　a　lifetime　 meeting.　 I　hope　 when　 we　 meet　 again　 we　 will　be　 able　 to　 communicate　 through

artworks　 and　 good　 pursuits.
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半年間の準備とその成果　 中西要介

今 年の卒 業 制 作 展 は、 新 しい ことにみ んなで挑戦 した展 覧会 で した。 サ ブタイ トル の設 定、

1AMASで の展 示、 ウェルカムパーティーの開催、送 迎バスの運 営。 自分に とっては、それ らを

デザインの面か らサポー トするのも作 品であ りま した。 しかしそれ らに手探 りで対 処する苦労 は

並大抵のものではな く、一 日机にむか っていても何 のアイディアも浮かばないEIも ありました し、

やってもやっても終わらない作業量に途方 に暮れた日もありま した。

　それでも搬 入期 間にみんなの構想が 目の前で形になって いく時に感 じた興奮 は他の何事 にも代

え難いものであ りま した。 この ワク ワクのために半 年間もの間卒展 のことだけを してきたのだ、

と妙 に納得 もしま した。 このような満足感が得 られたのも、みんなが積極 的に展 覧会、作 品制作

に取 り組んだ結果であると思 うし、みんなとこの年の卒業制作展に参加 出来たことを誇らしく思 っ

ています。 最後 にいろいろな面か ら支えてくれた友人や先生方にお礼 をいいたいです。 ありが と

う乙ざいま した。

卒展までの二年間　 柴部健

実際は卒 展 といっても、 考えていた作品がい くつかあって、 どれを作 ろうか と考 えなが ら、制 作

してきた二年 間だったような気がする。考える時 間も、勉強する時間もあったし、 色々 と刺 激も

受 けなが ら出来て良 い二年 間だ ったと思 う。静かな所で じっくりと制 作 したいと思 っていたので、

大 垣という土地は、有意 義な時間を与えてくれたと思 っている。実は構想段 階で、別の作品を作

ろうか と考 えていたんだけど、いつのまにかあの作品になっていた。結果 的には、自分ぼ くて良か っ

たんだ と思う。妄想が先 に進みすぎて自分がついてこれていなかったので、最後 の三 ヶ月 はひた

すら作 業がきつかったのを覚えている。 周 りの皆 もそうだったと思 うな。 あの頃 はカ リカ リして

た し。構 想 と焦 りが交錯 していた時期だ ったか ら。 まあ、良い思い出だけど。結果 的には、作 品

にその跡が残 っていて、別の意味で、その人を感 じる事が出来る作品を見れて楽 しい卒展だった。
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Half-year　 preparation　 and　 it's　achievement Yosuke　 NAKANISHI

This　 year's　 Graduate　 Exhibition　 was　 one　 where　 everyone　 challenged　 new　 things　 such　 as　 subtitle's

settings,　 exhibition　 in　IAMAS,　 welcome　 party,　 and　 managing　 free　 bus　 to　 and　 from　 the　 venue,　 etc.

My　 work　 was　 supporting　 these　 events　 in　the　 aspect　 of　design.　 But　 this　 was　 no　 easy　 feat.　 There

were　 days　 when　 even　 if　I　sat　 at　my　 desk　 all　day　 I　couldn't　 come　 up　 with　 any　 ideas　 and　 days　 when

had　 so　 much　 work　 that　 I　was　 at　a　loss.　 But　 I　wouldn't　 trade　 it　for　the　 world.

　　The　 excitement　 I　felt　at　seeing　 everyone's　 thoughts　 come　 together　 and　 take　 form　 during　 the

installation　 period　 was　 so　 great.　 I　mused　 to　 myself."lt　 was　 for　this　 excitement　 we　 toiled　 over　 the

exhibition　 for　a　half　 a　year.　 Gaining　 this　 sense　 of　satisfaction　 was　 due　 to　everyone's　 active　 partici-

pation　 and　 creation　 of　 works　 and　 I　am　 proud　 to　 participate　 in　this　 year's　 graduation　 work　 exhibi-

tion　 with　 everyone.　 I　would　 also　 like　to　thank　 my　 friends　 and　 teachers　 who　 supported　 us　 in　various

ways.

The　 two　 years　 leading　 to　the　 Graduate　 Exhibition Ken　 SHIBABE

There　 were　 actually　 some　 ideas　 of　works　 that　 I　have　 thought　 throughout　 two　 years　 of　 creation,

meanwhile　 choosing　 one　 work　 for　the　 Graduate　 Exhibition.　 It　was　 a　great　 period　 of　two　 years　 with

time　 of　thinking,　 studying,　 and　 receiving　 various　 stimulations.　 I　wanted　 to　work　 thoroughly　 under　 a

quite　 environment,　 so　 being　 in　Ogaki,　 time　 well　 spent.　 Actually　 in　the　 planning　 stage,　 I　was　 plan-

Wing　 on　 making　 a　different　 work,　 but　 somewhere　 along　 the　 line　 it　became　 this　 one.　 In　the　 end,　 it

seemed　 like　my　 work　 so　 I　was　 happy　 with　 it.　My　 imagination　 ran　 away　 from　 me　 and　 I　was　 unable

to　catch　 up,　 so　 the　 last　three　 months　 of　work　 was　 really　 tough.　 I　am　 sure　 it　was　 like　this　 for　other

students　 as　 well.　 At　 that　 time　 I　was　 frustrated,　 because　 it　was　 the　 time　 when　 the　 ideas　 and　 irrita-

tion　 were　 all　mixed　 together.　 Well　 it　was　 a　good　 experience.　 In　the　 end　 one's　 experience　 remains

in　the　 work,　 in　other　 meanings;it　 was　 a　pleasant　 graduate　 exhibition　 where　 one's　 feeling　 can　 be

expressed　 in　the　 work.
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IAMAS　 2006　 國 原秀洋

メディアは現在、 多数存在 している。今後も様 々な新 しい技術の発展によって、 その種類や方法

も多様になってい くだろう。 言葉、文章 、絵画、音 楽、立体物、 空間演 出などなど多種 多様な

メディアの中、IAMASで はデジタル メディアを通 して制作や表現の可能性を追求 してきた。今回

の卒業制作では、そのデジタル メディアを使 った制作 、表現の一辺が、各個 人の制 作物の集ま り

か ら卒制 という全 体を通 して発信 出来たので はないかと思 っている。 この ことが今 後のメディア

制作、表 現にどのように影響 してい くかは今はまだ未知数であるが、自分たちが在 籍 していた時

期のIAMASが どういった ものであったかは残せただ ろう。数年後 、数十年 後に振 り返 った時に、

これらが どういった意味 を持 っていたのかということを、もう一度考えるき っかけにな りうる展

示に仕上が っていたことを願 う。

「君のトークは2点 。タナ力力ツキさんが95点 やわ」　 田中信雄

ソフ トピア会 場で行われたつりきちデ ジオ(田 中 ・小西)と タナカカツキさんの トークイベン トを評

しての友人のコメン トである。

「いや、 しか しおもろかったで。みんなお前の話を聞きにきてるわけでもないんやで、 お前があん

ま りしゃしゃりでな くて正解やったわ。」

と、褒められているのか、 けなされているのかわからないコメン トをいただいた。

　 この トークイベ ン トを含めて三 つの トークイベ ン トがあったが、私 は三つ ともの企画 ・運 営に

関わ っていたため、卒展で はこれらの印 象が強 い。実 際に来場者 の方 には トークイベ ン トを楽 し

んでも らえたようだった。

　 しか し、それはそれで印象に残 ったとしても自分にとって はそれにいたるまでの過 程で積み上

げてきたもののほうが重 要である。 体験 としてこれにまさるものはない。卒展が どうだ ったかよ

りも一 緒にこの卒展 を作 り上 げた卒業生 たちが この先 どうな っていくのかのほうが自分に とって

は気 になる。
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IAMAS　 2006 Yoshihiro　 KUN旧ARA

Nowadays　 there　 are　 many　 kinds　 of　 media.　 Through　 the　 growing　 development　 of　various　 new

technologies,　 the　 types　 and　 methods　 of　these　 media　 will　probably　 become　 diverse.　 Among　 the

wide　 variety　 of　 media　 such　 as　 language,　 writing,　 painting,　 music,　 three-dimensional　 object,　 space

performance,　 etc.　 IAMAS　 has　 pursued　 possibilities　 in　production　 and　 expression　 through　 digital

media.　 In　the　 production　 of　graduate　 works,　 I　think　 one　 side　 of　 these　 digital　 media　 productions

and　 expressions,　 were　 able　 to　take　 off　as　 an　 overall　 collection　 of　individual　 works　 in　the　 form　 of　the

graduated　 production.　 Although　 it　is　still　uncertain　 how　 this　 will　influence　 future　 media　 productions

and　 expressions,　 we　 were　 able　 to　 leave　 behind　 an　 idea　 of　what　 IAMAS　 was　 while　 we　 were　 there.

hope　 this　 exhibition　 will　serve　 as　 an　 opportunity　 to　 look　 back　 after　 a　few　 years　 or　 decades　 and

reconsider　 what　 meaning　 the　 works　 hold.

"Your　 talk　 is　2　points
.　Katsuki　 Tanaka　 is　95　 points"　 　Nobuo　 TANAKA

received　 the　 following　 comment　 from　 a　friend　 about　 TSURIKICHI-dedio(by　 Tanaka　 and　 Konishi)

and　 Katsuki　 Tanaka's　 talk　event,　 which　 were　 held　 in　the　 venue　 at　Softopia.

"Oh
.　It　was　 interesting.　 Everyone　 wasn't　 just　 here　 listening　 to　your　 talk,　 so　 yeah　 you　 were　 right　 not

to　show　 off　too　 much."Iam　 not　 sure　 is　complimentary　 or　derisive.

　　 This　 talk　 event　 had　 three　 parts,　 and　 I　was　 involved　 in　the　 planning　 and　 managing　 all　three　 of

them,　 so　 I　had　 a　strong　 impression　 of　these　 at　the　 Graduate　 Exhibition.　 The　 visitors　 seemed　 to

enjoy　 the　 talk　 event.

　　　think　 in　its　own　 way　 it　was　 good　 that　 I　had　 this　 impression,　 however　 more　 important　 was　 the

process　 that　 accumulated　 and　 led　 up　 to　this.　 It　was　 the　 greatest　 experience.　 Regardless　 of　how

the　 Graduate　 Exhibition　 went,　 I　am　 more　 concerned　 about　 the　 future　 career　 of　graduated　 students

who　 worked　 together　 to　form　 this　 exhibition.
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脱領域の実状　 中原淳

「文 系、理系、芸術 系などさまざまな背景をもった学生が、異なる分野の…」

これはIAMASの 公式学校 紹介の一文である。 このような建前を、当の学生 たちは信 用 していない、

結局、 多 くのプロジェク トは個人をべ一ス に行われている。 芸術は芸 術であり、 技術研究 は技休

研究である。領 域は、依然 として隔絶 している。

　 しか し、卒展 を構 築 してゆくプロセスだ けが、 この隔絶 の例外であったように思 う。 ある学住

は、コンセプ ト展 開で活躍する。ある学生1よ 設営の現場で腕をふるう。 そして、自分のスキルが、

限定 された分野で しか機 能 しないことを痛 感する。

　 このため学生 たちは、展示のオープニングに迫られて、 自然 と共 同作業をすすめることになる,

政治 的な建 前や偏 見をな くして、純粋で切迫 した協 調をみせ る。卒 展の緊迫のなかで体 験 した、

自分 と異なる仲間のスキルを信 じること1よ この学校で学 んだ単純で貴重な ことの一つなのだと

思う。

中枢なき交響 むぎばや しひろこ

夏の夜 の大垣 の道を歩 くのが好きだった。暗闇の田畑で奏で られる、鈴 虫や力エル達 の鳴き声は、

時に力強 く、 時に優 しく、幾 多ものループが重な りあう。 それぞれの昆 虫やカエル は自発 的に后

所的 に振る舞 っているにす ぎず、そ こに、中枢は存在 しない。が しか し、全体 から奏で られるガ

ウン ドは混沌ではなく、心地よい自然の リズムだ。

　私は 『IAMAS2006』 の副実行委員長だったが、 目指 していたものは、 「中枢なき交 響」だ った、

lAMASに 入学する前 は、幾多のプロジェク トで中枢的な指揮をとってきた。だが、コラボ レーティ

ブ ・プロジェク トを行う方法論 として、IAMAS生 にふさわ しいのは、 「中枢なき交 響」だ と思 って

いた。

　今 年の卒 展が、今までにない面 白さを表現できたとするなら、 それ は一人 の大 きな力からで1コ

ない。 幾多の中心か らなるインタラクシ ョンのポジティブなフィー ドバ ックが、 交響を奏 でたか

らだ と思う。
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The　 current　 state　 of　deisolating　 fields Atsushi　NAKAHARA

"Students　 coming　 from　 various　 backgrounds　 including　 the　 sciences
,　humanities,　 arts　 and　 design

have　 gained　 stimulation　 from　 peers　 with　 different　 fields　 of　expertise..."

This　 is　a　sentence　 quoted　 from　 the　 official　 introduction　 of　IAMAS.　 The　 students　 do　 not　 believe　 in

this　 rhetoric.　 Instead　 many　 projects　 are　 based　 on　 the　 individual.　 The　 arts　 are　 arts　 and　 technical

research　 is　technical　 research.　 Thus　 the　 fields　 remain　 isolated.

　　However　 it　seems　 there　 was　 an　 exception　 to　this　 isolation　 in　the　 process　 of　creating　 Graduate

Exhibition.　 Some　 students　 actively　 develop　 concepts　 and　 some　 exert　 themselves　 at　the　 venue

only　 to　discover　 that　 their　 skills　can　 only　 function　 within　 limited　 field　 of　study.

　 As　 a　result,　 this　 makes　 the　 students　 to　collaborate　 work　 together　 as　 they　 approach　 to　the　 open-

ing　 of　 exhibition.　 They　 drop　 their　 political　 fronts　 and　 biases,　 and　 show　 pure　 urgent　 cooperation.

Upon　 experiencing　 the　 tense　 graduate　 exhibition,　 understating　 how　 my　 skill　differs　 from　 others　 is

one　 of　the　 simple　 and　 precious　 things　 that　 I　have　 learned　 in　this　 school.

Centerless　 Orchestra Hiroko　 MUGIBAYASHI

used　 to　 enjoy　 walking　 in　the　 streets　 of　 Ogaki　 at　night　 in　summer.　 In　the　 field　 at　 night,　 the　 dron-

ing　 of　bell　 crickets　 and　 frogs　 sounds　 strong　 sometimes　 while　 quiet　 sometimes,　 which　 seems　 like

tracks　 looped　 overlapping.　 Each　 insect　 and　 frog　 spontaneously　 produces　 sound　 locally　 and　 a

center　 does　 not　 exist.　 However　 as　 a　 whole　 the　 sounds　 are　 not　 chaotic,　 it's　rather　 a　comfortable

and　 natural　 rhythm.

　　"Centerless　 Orchestra"was　 what　 I　sought　 when　 I　was　 the　 vice-director　 for　the　 executive　 com-

mittee　 for　 IAMAS　 2006.　 Before　 enrolling　 in　IAMAS,　 I　was　 the　 central　 conductor　 for　 many　 projects.

As　 a　methodology　 for　 collaborative　 projects,　 I　think"Centerless　 Orchestra"was　 appropriate　 for

IAMAS　 students.

　 Supposing　 this　 year's　 Graduate　 Exhibition　 was　 able　 to　express　 never-before　 seen　 interesting　 as-

pects,　 this　 is　not　 just　 one　 person's　 effort.　 I　think　 this　 was　 achieved　 by　 essential　 positive　 feedback

of　the　 many　 interactions,　 performing　 an　 orchestra.
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トー クセ ッシ ョン レポ ー ト

IAMAS　 2006で は、 トークセッションを三 日間に渡り開催 しました。

　 第一 回 目は、 メデ ィアアー トや現 代美術のキュ レー ターのグナラン・ナダラヤンさん と吉 岡教

授が、 アーティス トと文化、 アーティス トとテクノロジー、 文化 とテクノロジー という視 点か ら

いくつかの トピックを挙 げ、それに関連 した著 名なアーティス トの作 品などをひきあ いに出 しな

が ら、学生 の作品 について語 りま した。

　第 二回 目は、 タナ力力ツキ さんをお迎えし、 タナカさんのデジオについて、またIAMASの 広 告

制作な どの仕事 の話、また、学生からの質問に対する回答まで、豊 富な話題が繰 り広 げられました。

　第 三回 目は、吉 岡教授の司会で、 マル シア ・ヴァイツマンさんと研究 生の梶村 昌世さんの トー

クセ ッションが行われました。 日系 三世 のブラジル人であるヴァイツマンさんと、 ドイツ生 まれ、

ドイツ育ちの 日本人である梶村 さんが 「家族」をテーマに、今回の卒展 に出展された作品 に込めた

思いや、 自らのルーツについて感 じている事について話 しました。

Talk　Session　 O1「 縁 側 トー ク ーIAMAS2006卒 展 を語 る 」

グナラン・ナダラヤン

批評家 ・キュレーター。 ペンシルバ

ニァ州立大学副学部長。東南アジァ

のメデ ィア・アー ト及び現代美 術を

批評する論客 として、世界中のフェ

スティバルや会議で発言 してきた。

2006年 秋開催の岐阜おおがきビエン

ナー レでディレクターを務める。

吉岡洋

lAMAS教 授。 専門は美学、現代 思

想。京都芸術センター発刊の批評雑

誌「Diatxt.」の編集長を通巻1号 から8

号まで務め、京都ビエンナー レ2003

では総合ディレクターを務めた。岐

阜おおがきビエンナーレでナダラヤ

ンと共にディレクターを務める。

Talk　 Session　 O2「 オ ッス!カ ツ キ さん 」

タナカカツキ

マンガ家、映像作家。著書には 『バ

カドリル』、 『オッス!ト ン子ちゃん』

(扶桑社)な ど。プログの音声版とも

言える 「デジオ」の創始者。ツールの

開発、ポータルサイ ト 「デジオ宇宙」

の公開により、爆発的な人気を呼ぶ。

っりきちデジオ

lAMAS学 生である田 中信雄、小 西

七重らによって開設された海 釣り専

門デジオ局。つりを しながらデジオ

を録るスタイルからついた名前だが、

っりはうまくない。それ どころか最

近ではつりにすら行かずにデジオを

録る。

Talk　Session　O3「 遠い家族 の記憶 一ふたつの ビデオ作品から」

マルシア ・ヴァイツマン

メデ ィアアーティス ト。 ブラジル出

身。現在、ケルンメディア美術大学

で教鞭をとる。2004年4月 から9月

まで、客員芸術家としてIAMASに 滞

在 し、〈無 重の人〉、〈丁he　Elephant

Cage>を 制作。

梶村昌世

2005年 度はドイツ学術交流基金の奨

学生と してrAMASに 滞 在。2004年

はベルリン州学術 ・研究 ・文化省の

女性アーティス ト・プログラム、 ビ

デオ ・映像部門奨学生。現在は東京

のダンスカンパニー 「マドモアゼル ・

シネマ」と共同作品を制作中。
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爽やかな緑一色で刷られた厚さ5cmのケースには、四十五冊もの
本が詰め込まれています。それらはINDEXの役割を担う一冊と、
DVDが納められた一冊、そして四十三冊の作品紹介の冊子で成り
立っています。この年は「一人一冊」というテーマで制作され、
呼んで字のごとく、学生一人（又は作品一つ）につき三つ折りの
一冊の冊子が用いられ、その集合体が一冊のカタログとして成り
立っているのです。コンテンツの中の一つではなく、カタログを
構成する一冊として存在する作品とその作者たちは、例年よりも
一際存在感を放っています。

形　態　　

サイズ　
コンテンツ

付　録

Packed into a refreshingly green, 5cm thick case, there are forty-
five booklets. One of those booklets carries the role of the index, 
one is the sleeve that holds the DVD, and the remaining forty-three 
pamphlets are the introductions for student works. Made with the 
theme of “one pamphlet for one person”, the catalog is made up 
of tri-folded pamphlets that feature one student. The works and 
their creators, not merely just “part of the contents” but rather 
being one of the volumes that create the catalog, give off more of 
a presence than previous years.

Form

Size
Contents

Appendix

函入り三つ折り冊子

130×186mm
学長挨拶　作品リスト　修士論文リスト
レビュー　トークセッションレポート
DVD　

Boxed Tri Fold      

130×186mm
President’s Greeting, List of Works,
List of Master’s Theses, Review,
Talk Session Report
DVD



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMASBOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMASBOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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